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と
で
あ
る
。
受
賞
し
た
日
本
被
団

協
は
同
式
典
出
席
の
た
め
の
旅
費

捻
出
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
っ
た
。
結
果
目
標
額
１
千

万
円
を
超
え
、
総
額
４
千
４
７
３

万
円
と
な
っ
た
▼
国
は
何
を
し
て

い
た
の
か
。
思
い
出
さ
れ
る
の
は

２
０
１
０
年
、
同
平
和
賞
は
中
国

の
劉
暁
波
氏
に
贈
ら
れ
た
。
民
主

化
運
動
・
人
権
活
動
家
で
中
国
で

は
当
時
反
乱
罪
で
服
役
中
で
あ

り
、
そ
の
後
２
０
１
７
年
に
獄
中

死
し
た
。
中
国
政
府
は
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
を
全
く
無
視
し
た
わ

け
で
あ
る
。
形
は
異
な
る
が
、
国

の
姿
勢
が
似
通
っ
て
い
る
よ
う
感

じ
る
▼
被
団
協
の
田
中
熙
巳
代
表

委
員
の
オ
ス
ロ
で
の
言
葉
を
借
り

る
。〝
日
本
国
は
原
爆
で
亡
く
な

っ
た
者
に
一
切
補
償
を
し
な
か
っ

た
〞
端
的
に
今
ま
で
の
国
の
姿
勢

を
表
し
て
い
る
。
戦
争
に
よ
る
民

間
人
の
被
害
に
対
す
る
責
任
を
認

め
よ
う
と
し
な
い
、
そ
の
延
長
上

に
、
被
爆
者
が
求
め
続
け
て
い
る

核
廃
絶
に
向
き
合
お
う
と
し
な
い

現
政
権
の
姿
勢
が
あ
る
▼
式
へ
の

参
加
人
数
が
多
す
ぎ
る
な
ど
は
、

見
当
違
い
の
意
見
で
あ
る
。
80
年

と
い
う
長
い
間
苦
し
み
な
が
ら
、

訴
え
続
け
て
き
た
被
爆
者
た
ち
の

現
状
を
推
し
量
る
べ
き
で
あ
る
。

国
は
出
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な

く
、
出
す
気
が
な
い
の
だ
。
３
月

の
核
兵
器
禁
止
条
約
第
３
回
締
約

国
会
議
に
、
被
爆
者
の
声
を
無
視

し
、
条
約
の
批
准
ど
こ
ろ
か
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
す
ら
し
よ
う
と
し

な
い
▼
こ
の
姿
勢
を
変
え
る
ヒ
ン

ト
は
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
に
あ

る
。
選
挙
の
結
果
で
政
府
の
姿
勢

は
変
え
ら
れ
る
。
参
議
院
選
挙
を

経
て
、
被
爆
80
年
と
な
る
今
年
の

夏
を
大
き
な
転
機
と
し
よ
う（
蓮
）

　

日
本
国
政
府
は
旅

費
を
出
せ
な
か
っ
た

の
か
？　

昨
年
の
ビ

ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
・
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
の
こ

２０２５年(令和７年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０９１号（１）

2091
2025年 1月25日

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

医療機関の窮状伝え県へ財政措置を要請 ３面

８面研
面
究 診内研より
「地域で担う誤嚥性肺炎診療」

紙面で見る
阪神・淡路大震災とその後の30年 ４～５面

「保険でより良い歯科医療を求める」「保険でより良い歯科医療を求める」
署名にご協力をお願いします　　　署名にご協力をお願いします　　　

経験語り継ぎ経験語り継ぎ
　 新たなつながりを　 新たなつながりを

ポ
ス
タ
ー
展
示
で
は
各
地
の
被
災
地
の

経
験
を
共
有
し
、
課
題
を
確
認
し
た　

　

県
内
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
１
９
９
５
年
１
月
17
日
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と
な
る
の
に
合
わ
せ
、
協
会
は
メ
モ
リ
ア

ル
行
事
を
開
催
。
参
加
者
は
、
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
被

災
の
経
験
を
共
有
し
、
現
在
も
続
く
課
題
を
確
認
。
今
後
の
災
害
に

備
え
、
住
民
の
命
・
生
活
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

協
会
と
西
宮
・
芦
屋
支
部
は
18

日
、
西
宮
市
内
で
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
30
年
の
集
い
」
を
開
催

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
あ
わ
せ
て
２

８
２
人
（
会
場
２
０
３
人
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
79
人
）
が
参
加
し
た
。

　

「
震
災
経
験
を
語
り
継
ぐ
・
風

化
さ
せ
な
い
・
新
た
な
つ
な
が
り

を
拡
げ
る
」
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
本
企
画
は
、
メ
イ
ン
講
演
と

し
て
、
神
戸
大
学
の
石
橋
克
彦
名

誉
教
授
が
「『
大
地
動
乱
の
時

代
』
と
『
原
発
震
災
』」
を
テ
ー

マ
に
、
来
た
る
べ
き
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
社

会
と
暮
ら
し
方
を
根
本
的
に
振
り

返
り
、
特
に
原
発
と
リ
ニ
ア
は
地

震
対
策
の
対
極
で
あ
り
、
見
直
し

が
必
要
と
指
摘
し
た
。

　

他
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
や
能

登
半
島
地
震
被
災
地
の
現
状
を
テ

ー
マ
と
し
た
講
演
、
阪
神
・
淡

路
、
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一

原
発
事
故
、
熊
本
地
震
、
能
登
半

島
地
震
な
ど
各
地
の
被
災
地
で
の

経
験
・
取
り
組
み
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
展
示
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は

活
発
に
意
見
を
交
流
し
た
。

17
日
に
は
協
会
な
ど
で
つ
く
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復
興

兵
庫
県
民
会
議
（
県
民
会
議
）
が

メ
モ
リ
ア
ル
集
会
「
災
害
被
災
者

の
く
ら
し
再
建
・
人
間
復
興
へ　

住
み
続
け
る
権
利
と
人
権
」
を
、

長
田
区
内
で
開
催
し
、
約
３
０
０

人
が
参
加
。
室
崎
益
輝
神
戸
大
学

名
誉
教
授
と
井
上
英
夫
金
沢
大
学

名
誉
教
授
が
記
念
講
演
し
、「
生

業
と
暮
ら
し
の
再
建
」
を
政
府
の

責
任
で
保
障
さ
せ
る
政
策
を
求
め

る
た
た
か
い
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

12
日
に
は
協
会
も
加
わ
っ
た
実

行
委
員
会
が
、
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。

（
12
日
の
企
画
は
５
面
に
報
道
、

そ
の
他
企
画
は
次
号
に
詳
報
予

定
。
４
〜
５
面
に
関
連
記
事
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

18日の「阪神・淡路大震災30年の集い」では、石橋克彦神戸大学名誉教授
（上左）や石川県七尾市の根上昌子医師（上右）らが講演　　　　　　　

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30

年
。
節
目
の
年
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
被
災
者
に
と
っ
て
は
29
年
目

も
31
年
目
も
大
き
く
異
な
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
記
憶
を
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
も
強
調

さ
れ
ま
す
が
、
妻
や
夫
、
親
や
子

ど
も
を
失
っ
た
人
た
ち
が
、
後
悔

と
苦
し
み
が
続
く
中
で
、
誰
に
何

を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。「
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い

が
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し

い
」
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
く
に
い

た
、
比
較
的
被
害
の
軽
か
っ
た
人

が
、
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
や
地

域
の
方
々
へ
、
継
続
し
て
粘
り
強

く
事
実
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
供
養
で
あ

り
、
被
災
者
へ
の
理
解
と
共
感
、

励
ま
し
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
は
戦
後
80
年
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
80
年
間
、
震
度
６

以
上
の
国
内
地
震
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
前
の
50
年
間
で
は
６

回
、
95
年
以
降
の
30
年
間
で
は
65

回
発
生
し
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
発
生
確
率
は
30
年
以
内

に
80
％
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
は

比
べ
物
に
な
ら
な
い
広
域
複
合
災

害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
発
生
は
明

日
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

歯
科
部
会
は
、
①
窓
口
負
担

の
引
き
下
げ
、
②
保
険
適
用
範

囲
の
拡
大
、
③
国
の
歯
科
予
算

の
大
幅
拡
大
を
求
め
る
請
願
署

名
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

口
腔
の
状
態
は
全
身
の
健
康

と
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
歯
科
治
療

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
窓
口
負
担
金
の
心

配
、
物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
困

難
な
ど
の
た
め
に
、
歯
科
医
療

機
関
へ
の
受
診
を
控
え
る
人
が

増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
国
民
が
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
お
金
の
心
配

な
く
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

安
全
性
・
有
効
性
の
確
立
し

て
い
る
治
療
や
材
料
は
、
す
み

や
か
に
保
険
に
導
入
し
ま
し
ょ

う
！

　

こ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
国
の
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

協
会
・
保
団
連
は
請
願
署
名

を
集
め
、
６
月

下
旬
ま
で
開
催

さ
れ
る
通
常
国

会
に
提
出
し
ま

す
。

　

目
標
は
１
万

筆
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
取
り
組
み
期
間　

１
月
〜
６

月※
歯
科
会
員
医
療
機
関
に
は
１

月
中
旬
に
郵
送
で
署
名
用
紙
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

医
科
会
員
に
は
月
刊
保
団
連

２
月
号
に
署
名
用
紙
を
同
封
し

ま
す
。

　

ま
ず
は
会
員
の
先
生
が
ご
署

名
を
お
願
い
し
ま
す
。
職
員
、

患
者
さ
ん
に
も
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
署
名
は

上
記
二
次
元
コ
ー

ド
よ
り
、
今
す
ぐ

可
能
で
す
！

※
署
名
付
き
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ

ュ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ッ
ズ

も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
注

文
は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
９

ま
で

　

阪
神
・
淡
路
で
は
死
亡
者
６
４

０
０
人
余
り
、
住
宅
被
害
は
全
壊

だ
け
で
10
万
棟
以
上
、
全
焼
は
７

千
棟
で
し
た
。
一
方
、
南
海
ト
ラ

フ
は
、
死
亡
者
32
万
人
、
全
壊
焼

失
２
３
８
万
棟
、
避
難
者
９
５
０

万
人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
比

較
は
不
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
東
京
大
空
襲
と
二
つ
の
原
爆

投
下
に
よ
る
合
計
死
亡
者
数
に
匹

敵
し
、
震
災
対
策
の
優
先
順
位
は

著
し
く
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
家
屋
の
耐
震
化
、
家

具
の
転
倒
防
止
、
備
蓄
品
等
多
方

面
か
ら
見
直
し
、
災
害
を
最
小
化

す
る
た
め
に
、
個
人
と
し
て
、
そ

し
て
社
会
と
し
て
具
体
的
な
対
策

を
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特
に

耐
震
化
の
遅
れ
て
い
る
住
宅
、
高

齢
者
や
独
居
者
な
ど
、
対
応
が
困

難
な
方
へ
の
対
策
が
全
体
的
な
被

害
を
少
な
く
し
ま
す
。

　

発
災
直
後
は
命
を
守
り
、
そ
の

後
は
衣
食
住
の
確
保
、
そ
し
て
復

旧
、
つ
ま
り
生
活
、
仕
事
の
再
建

で
す
。
い
ず
れ
も
早
い
時
期
に
被

災
者
が
安
心
と
希
望
を
持
て
る
よ

う
な
政
策
が
必
要
で
す
。
国
民
の

命
と
健
康
、
生
活
を
保
障
す
る
の

は
国
の
責
任
で
あ
り
、
自
助
の
強

調
は
単
な
る
責
任
転
嫁
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

　

毎
年
１
月
17
日
は
、「
創
造
的

復
興
」
の
美
名
を
借
り
た
「
大

型
、
ハ
コ
モ
ノ
、
上
か
ら
目
線
」

で
は
な
く
、
住
民
本
位
の
生
活
再

建
の
た
め
の
公
的
財
政
措
置
の
拡

充
を
要
求
す
る
日
と
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

兵
庫
協
会
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
、
数
々
の
活
動
を
行
い
、
東

日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
能
登

半
島
地
震
等
の
災
害
に
際
し
て
は

速
や
か
に
支
援
活
動
を
行
い
、
今

も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
談
話
が
、
皆
様
に
震
災
被

害
を
共
有
し
、
教
訓
を
新
た
に

し
、
ご
自
身
の
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

歯科部会長　　加藤　擁一

今
後
来
る
災
害
へ

教
訓
を
新
た
に

談 話
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昨
年
末
、
臨
時

国
会
に
て
政
治
改

革
３
法
が
成
立
し

た
。
使
途
が
公
開

さ
れ
な
い
政
策
活

動
費
の
廃
止
な
ど
わ
ず
か
だ
が

一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
た
が
、

与
党
は
企
業
・
団
体
献
金
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
今
年
３
月

ま
で
決
定
を
延
長
し
た
。

　

石
破
茂
首
相
は
、
企
業
・
団

体
献
金
の
禁
止
は
、
企
業
が
有

す
る
「
表
現
の
自
由
」
に
抵
触

し
、
憲
法
違
反
と
国
会
で
答
弁

し
た
。
批
判
を
受
け
、
後
日
、

憲
法
違
反
と
の
答
弁
は
修
正
し

た
も
の
の
、
現
行
の
憲
法
は
現

状
に
合
わ
な
い
な
ど
と
し
て
、

改
憲
を
主
張
し
な
が
ら
、
都
合

の
良
い
時
の
み
憲
法
を
利
用
す

る
ご
都
合
主
義
に
は
あ
き
れ
る

ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
党

の
存
亡
に
か
か
わ
る
危
機
感
の

　

協
会
が
講
師
派
遣
し
た
「
勤
務

医
の
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
が
、
12
月
10
日
に
神
戸
市

立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院

で
開
催
さ
れ
、
勤
務
医
ら
14
人
が

参
加
し
た
。
協
会
は
こ
れ
ま
で
に

も
公
立
豊
岡
病
院
や
県
立
淡
路
医

療
セ
ン
タ
ー
、
加
古
川
中
央
市
民

病
院
な
ど
で
同
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

に
協
力
し
講
師
を
派
遣
し
て
き

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
冒
頭
に
宮
武
博
明
協

会
副
理
事
長
が
、「
自
分
の
希
望

す
る
人
生
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
応

じ
、
必
要
と
な
る
資
金
が
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
か
想
定
し
、
備
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
。
先
生
方
の
人

生
設
計
の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。
座
長
は
、

同
病
院
副
院
長
兼
脳
神
経

内
科
部
長
の
川
本
未
知
先

生
が
務
め
た
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
木
村

彩
月
氏
が
講
師
を
務
め
、

「
経
済
・
金
融
情
勢
と
資

産
形
成
の
考
え
方
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
資
産
形
成

の
手
段
と
し
て
「
新
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
」
や
「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

（
個
人
型
確
定
拠
出
年

金
）」
を
中
心
に
最
新
の

経
済
情
勢
な
ど
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

　

木
村
氏
は
、
公
的
年
金
の
見
通

し
や
為
替
変
動
リ
ス
ク
に
も
触

れ
、
家
計
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は

３
分
法
（
流
動
性
資
金
、
収
益
性

資
金
、
安
全
性
資
金
）
で
考
え
、

「
想
定
外
を
想
定
内
に
し
て
い
く

作
業
」
が
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
う

え
で
重
要
に
な
る
と
強
調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
の
知
識

が
偏
っ
て
い
な
い
の
か
、
誤
っ
て

い
な
い
の
か
心
配
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
勉
強
会
は
大
変
あ
り

が
た
い
。
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
て

ほ
し
い
」「
資
産
運
用
し
て
い
る

が
、
経
済
金
融
情
勢
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
と
て

も
興
味
深
い
話
だ
っ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
県
立
こ
ど
も

病
院
で
も
２
月
12
日
（
水
）
17
時

50
分
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
予

定
。
同
病
院
以
外
の
先
生
も
視
聴

可
能
、
申
込
は
下
記
案
内
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
。

た
。

　

経
団
連
な
ど
企
業
は
、
献
金

は
「
社
会
貢
献
」
な
ど
と
し
て

い
る
が
、
実
態
は
政
策
の
見
返

り
を
期
待
し
、
賄
賂
性
が
強
い

も
の
だ
。
実
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
関
連
事
業
で
２
８
１

０
億
円
と
い
う
巨
額
の
発
注
を

表
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

企
業
団
体
献
金
は
、
90
年
代

に
国
民
の
税
金
を
政
党
に
投
じ

る
政
党
交
付
金
が
作
ら
れ
た
政

治
資
金
規
正
法
改
正
の
際
、
自

民
党
は
５
年
を
目
処
に
禁
止
の

方
向
で
見
直
す
と
し
て
い
た

が
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き

ら
の
献
金
は
合
法
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
「
政
治
と
カ
ネ
」

が
問
題
と
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
一
昨
年
の
上
脇
博
之
教
授

の
告
訴
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
波

紋
は
広
が
り
、
昨
年
の
衆
議
院

選
に
大
き
な
変
化
と
な
っ
て
現

れ
た
。「
裏
金
議
員
」
が
次
々

受
け
た
５
社
が
、
自
民
党
の
政

治
団
体
へ
計
７
億
円
を
献
金
し

て
い
る
。
ま
た
、
原
発
関
連
企

業
か
ら
自
民
党
に
１
年
で
６
億

円
超
の
献
金
が
行
わ
れ
、
政
府

は
原
発
再
稼
働
ど
こ
ろ
か
、
新

増
設
ま
で
認
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
こ
れ

と
落
選
し
、
自
公
は
少
数
与
党

と
な
っ
た
。

　

自
公
政
権
は
過
去
、
憲
法
違

反
が
指
摘
さ
れ
る
法
案
も
含
め

「
閣
議
決
定
」
し
、
国
会
で
ま

と
も
な
討
論
な
し
に
数
で
押
し

き
っ
て
き
た
。

　

そ
の
政
策
運
営
が
不
可
能
と

な
っ
た
。

　

私
た
ち
が
訴
え
た
い
の
は
、

今
こ
そ
大
企
業
の
論
理
を
優
先

す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
の
生

活
に
重
き
を
置
く
、
国
民
主
権

と
い
う
ま
っ
と
う
な
政
治
に
戻

す
と
い
う
こ
と
だ
。
歪
な
政
治

の
横
行
を
転
換
す
る
に
は
、
ま

ず
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
が

必
須
で
あ
る
。

　

今
一
度
社
会
保
障
を
充
実
さ

せ
、
国
民
主
権
の
流
れ
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
企
業
団
体
献
金

の
禁
止
を
強
く
求
め
る
。

◇
出
席　

33
人

◇
情
勢　

24
年
12
月
か
ら
従
来
の

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
停
止

さ
れ
た
。
既
存
の
健
康
保
険
証
は

有
効
期
限
ま
で
利
用
可
能
で
、
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
未
所
持
者
に
は
「
資

格
確
認
書
」
が
発
行
さ
れ
る
。

◇
医
療
運
動　

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
不
存
在
確
認
等
請
求

訴
訟
東
京
地
裁
の
不
当
判
決
に
抗

議
す
る
」
声
明
が
承
認
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

厚
生
労
働
省
の
通

知
に
基
づ
い
て
、
予
防
接
種
の
費

用
と
政
府
が
進
め
る
予
防
接
種
で

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

◇
「
24
年
秋
の
組
織
強
化
月
間
」

の
ま
と
め　

医
科
正
会
員
は
役
員

声
か
け
な
ど
に
よ
る
入
会
が
９

件
。
病
院
で
は
、
11
月
に
県
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
が
入
会
。
医
科
準

会
員
は
、
会
員
や
医
療
機
関
職
員

か
ら
の
紹
介
で
入
会
が
３
人
、
共

済
利
用
で
も
３
人
が
入
会
。

◇
政
策
部　

地
域
に
お
け
る
病
院

統
廃
合
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ

い
て
、
会
員
医
療
機
関
の
３
分
の

１
以
上
の
医
療
機
関
が
地
域
で
病

院
の
統
合
を
経
験
し
て
い
る
こ

と
、
病
院
の
統
合
等
が
行
わ
れ
た

病
院
の
評
価
で
は
「
評
価
で
き

る
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
評
価

で
き
る
」
と
の
回
答
は
合
わ
せ
て

50
・
４
％
に
上
り
、「
評
価
で
き

な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
評

価
で
き
な
い
」
の
21
・
５
％
を
上

回
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
国
際
部　

韓
国
・
大
邱
市
医
師

会
会
長
ら
が
来
日
。
意
見
交
換
と

懇
親
会
の
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
文
化
部　

「
丹
波
ワ
イ
ン
と
秋

の
丹
波
路
を
楽
し
む
」（
11
／

10
）
を
開
催
し
、
19
人
が
参
加
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
12
月
14
日　

理
事
会
よ
り
）

求　
　
　

人

歯
科
医
師

歯
科
衛
生
士

◇
勤
務
地　

神
戸
市
中
央
区

中
山
手
通
７
―
25
―
43
―
１

◇
雇
用　

正
職
員
、
パ
ー
ト

い
ず
れ
も
選
択
可
能

◇
条
件　

詳
細
は
当
院
求
人

サ
イ
ト
か
ら

https://doctorsfile.jp/
jobs/h/165030/offer/

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078

―
351
―
６
４
１
１　

院
長
・

湯
川
ま
で

政
治
資
金
改
革
の
一
丁
目
一
番
地
は

企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止

金
融
情
勢
か
ら
資
産
運
用
の
あ
り
方
を

解
説
す
る
木
村
氏　
　
　
　
　
　
　
　

神戸中央市民病院で勤務医向けライフプランセミナー

経済金融情勢と
 資産形成の考え方を講演

協会が講師派遣協力

　2024年に保険医年金を解約された方は、利息を一時所得として申告
する必要があります。また、年金として受給中の方は、１月初旬に大
樹生命から送付された「生命保険契約にもとづく年金のお支払内容報
告書」（はがき）を参照の上、雑所得の申告をしてください。

　保険医年金は一般生命保険料控除（旧制度）の対象です。「生命保
険料控除証明書」は、昨年11月にお送りした積立金通知書に記載され
ています。
　積立年金「DefL（デフエル）」の「一般型」は一般生命保険料控除
（新制度）、同「DefL（デフエル）」の「個年型」は個人年金保険料控
除（新制度）の対象となります。「生命保険料控除証明書」は昨年11
月に各ご加入者宛に送付しております。

〈保険医年金の申告額の計算〉
　一時所得＝（一時金受取額－払込掛金－50万円）×２分の１
　雑所得＝年間支払額－年間必要経費（対応する掛金額） 
※他に一時所得や雑所得がある場合は、それぞれ合算して申告してください。

お問い合わせは、共済部　☎078－393－1805まで

2024年に保険医年金を解約、または 　2024年に保険医年金を解約、または 　
年金受給された方は申告をお忘れなく年金受給された方は申告をお忘れなく

生命保険料控除の申告について生命保険料控除の申告について

日　時　２月12日（水）17時50分～（講演60分）
講　師　明治安田総合研究所　エコノミスト　木村　彩月氏
テーマ　「経済・金融情勢と資産形成の考え方」
参加費　無料

Zoom視聴はこちらから
（下記URLまたは二次元コードからお申込みください。
当日や開始後の申し込みも可能です）

お問い合わせは、☎078－393－1817まで

https://x.gd/sNwZI

ライフプランセミナー（県立こども病院協力）

これからのライフプランに役立つ知識がこれからのライフプランに役立つ知識が
学べるウェブセミナー学べるウェブセミナー

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

来場申し込みは、
 ☎078－393－1807まで

https://tinyurl.com/wta34amu

日　時　 ２月１日（土）・２日（日）・
９日（日）・16日（日）

会　場　 協会会議室　※各日程の13
時～16時でご都合のよい時
間帯（１時間）をお選びく
ださい。

　　　　 事前予約制（各相談日の前
の火曜日まで）

相談費　 １回・１時間5000円（医院
経営研究会会員は年２回ま
で無料）

税経個別相談会税経個別相談会

日　時　２月16日（日）13時～16時
会　場　協会６階会議室（Zoom併用）
講　師　松田　力税理士
　　　　（協会税務講師団）
参加費　 1000円（『保険医の経営と

税務2025年版』資料代）
※ 医院経営研究会会員は無料（『保
険医の経営と税務2025年版』をご
持参ください）
オンライン申し込みは、２月７日ま
でに下記URLまたは
右二次元コードから

青色（白色）確定申告研究会青色（白色）確定申告研究会
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住
民
無
視
で
進
む

陸
自
の
弾
薬
庫
整
備

参
与　
　

川
西　

敏
雄

　

協
会
は
12
月
19
日
、
県
民
主
医

療
機
関
連
合
会
（
民
医
連
）
と
共

に
、
兵
庫
県
に
対
し
、
医
療
機
関

の
事
業
と
経
営
維
持
の
た
め
の
診

　

近
畿
各
府
県
の
協
会
な
ど
で
つ

く
る
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
は
12

月
８
日
、
奈
良
市
内
で
「
祝ほ
う

園そ
の

弾
薬
庫
問
題
を
考
え
る
学
習
会
」

を
開
催
し
、
19
人
が
参
加
し
た
。

京
都
・
祝
園
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
問

題
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営

委
員
の
信
田
宜
司
氏
が
講
師
を
務

め
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
は
武
村
義

人
副
理
事
長
、
川
西
敏
雄
参
与
が

参
加
し
た
。
川
西
参
与
の
参
加
記

を
掲
載
す
る
。

そ
も
そ
も
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
知

ら
ず
、
そ
の
上
「
ほ
う
そ
の
」
と

も
読
め
な
か
っ
た
。

　

祝
園
（
ほ
う
そ
の
）
は
京
都
府

の
精
華
町
に
あ
る
地
名
で
あ
り
、

こ
こ
に
は
陸
上
自
衛
隊
祝
園
分
屯

地
が
存
在
す
る
。
位
置
と
し
て

は
、
京
都
・
奈
良
・
大
阪
に
ま
た

が
る
「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
」

に
隣
接
し
、
４
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
広
域
で
あ
る
が
、
一
般
の
人
の

目
に
は
つ
き
に
く
い
ら
し
い
。

　

こ
こ
に
は
陸
自
の
関
西
補
給
処

祝
園
弾
薬
支
処
、
中
部
方
面
後
方

支
援
隊
（
第
３
０
３
弾
薬
中
隊
）

が
置
か
れ
、
弾
薬
庫
と
し
て
運
用

さ
れ
て
い
る
。

　

祝
園
弾
薬
庫
と
現
状
に
つ
い
て

だ
が
、
も
と
も
と
は
１
９
４
１
年

旧
陸
軍
が
分
屯
地
と
し
て
開
設

し
、
当
時
東
洋
一
の
弾
薬
庫
だ
っ

た
。
そ
の
後
米
軍
の
弾
薬
庫
と
し

て
使
用
さ
れ
、
１
９
６
０
年
に
自

衛
隊
に
移
管
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
る
と
学
習
し
た
。

　

近
年
の
自
衛
隊
の
増
強
計
画
に

よ
り
、
①
弾
薬
庫
の
８
棟
増
設

（
24
年
度
新
設
は
全
国
で
14
カ

所
）、
②
ト
マ
ホ
ー
ク
格
納
計

画
、
③
基
地
強
靭
化
計
画
、
④
土

地
利
用
規
制
法
地
域
指
定
、
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
日
本
も
加
入
し
て
い
る

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
（
軍
民
分
離
の

原
則
）
に
違
反
し
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
住
民
説
明
会
す
ら

説
明
会
を
開
催
さ
せ
る
こ
と
、
大

き
く
は
22
年
の
安
保
３
文
書
閣
議

決
定
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　

少
数
与
党
の
現
状
な
ら
ば
、
野

党
が
一
致
す
れ
ば
可
能
な
は
ず

だ
。

　

歯
科
部
会
は
12
月
15
日
、
協
会

会
議
室
で
特
別
研
究
会
「
臨
床
力

を
高
め
る
歯
科
衛
生
士
業
務
の
実

践
〜
実
習
付
き
」
を
開
催
。
十
時

裕
子
氏
（
株
式
会
社T style

代

表
取
締
役
・
歯
科
衛
生
士
）
を
講

師
に
、
36
人
（
午
前
の
部
16
人
／

午
後
の
部
20
人
）
が
参
加
し
た
。

参
加
し
た
姫
路
共
立
歯
科
診
療
所

・
歯
科
衛
生
士
の
北
川
智
咲
氏
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

協
会
も
参
加
す
る
県
民
の
い
の

ち
と
く
ら
し
を
守
る
要
求
実
現
連

絡
会
（
県
民
要
求
連
）
は
12
月
23

日
に
福
祉
・
医
療
に
関
す
る
対
県

交
渉
を
実
施
。
大
澤
芳
清
理
事
が

参
加
し
た
。

　

２
０
２
６
年
度
に
県
の
臨
床
研

修
定
数
が
４
０
４
人
か
ら
４
０
０

人
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、「
県
と
し
て
国
に
抗
議
を
し

て
い
る
か
」
と
質
問
し
た
が
、
県

は
「
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
削
減

さ
れ
て
い
る
県
も
あ
る
」
と
し

た
。
大
澤
理
事
は
「
研
修
は
医
師

と
し
て
の
基
礎
と
あ
わ
せ
地
域
医

療
を
学
ぶ
大
切
な
場
だ
。
県
内
で

も
医
師
が
不
足
し
て
い
る
の
は
明

ら
か
で
あ
り
、
国
に
定
数
増
を
訴

え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
国
保
加
入
者

ル
」「
国
に
全
国
一
律
の
制
度
創

設
を
要
望
し
て
い
る
」
な
ど
と
回

答
。
要
求
連
は
「
群
馬
県
で
は
県

の
制
度
で
18
歳
ま
で
所
得
制
限
な

し
の
無
償
化
を
実
現
。
財
政
規
模

か
ら
見
て
も
兵
庫
県
で
も
実
施
は

可
能
」
と
改
善
を
求
め
た
。

　

病
床
削
減
を
前
提
と
し
た
地
域

医
療
構
想
は
中
止
す
べ
き
と
す
る

要
望
に
対
し
て
は
、「
郡
部
で
は

医
師
が
不
足
し
、
人
口
減
に
よ
り

病
床
稼
働
率
が
低
い
状
況
か
ら
地

域
を
超
え
た
合
併
は
致
し
方
な

い
」
な
ど
と
回
答
。
大
澤
理
事
か

ら
「
三
次
救
急
な
ど
高
度
医
療
を

担
う
病
院
の
整
備
は
必
要
だ
が
、

医
療
機
能
の
集
約
に
よ
り
公
的
病

院
が
な
く
な
る
の
は
大
問
題
。
病

院
が
遠
く
な
り
、
通
院
が
難
し
く

な
る
高
齢
者
も
出
て
く
る
。
地
方

で
の
病
院
経
営
は
厳
し
く
民
間
で

は
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
公
的
病
院

の
役
割
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。

に
「
資
格
確
認
書
」
を
送
付

す
る
こ
と
を
求
め
た
の
に
対

し
、
県
は
「
一
律
で
資
格
確

認
書
を
交
付
す
る
こ
と
は
法

律
上
不
可
能
」
な
ど
と
、
健

康
保
険
法
で
「
保
険
者
の
職

権
に
よ
り
交
付
可
能
」
と
す

る
措
置
を
無
視
し
た
回
答
を

行
っ
た
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
18

歳
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
無

料
と
す
る
よ
う
求
め
た
こ
と

に
対
し
、
県
は
「
医
療
費
助

成
は
全
国
で
は
上
位
レ
ベ

に
お
い
て
基
本
が
重
要
と
い
う
点

で
す
。
慣
れ
て
く
る
と
施
術
方
法

が
自
己
流
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
や
は
り
基
本
の
動

作
が
重
要
で
、
持
ち
方
や
角
度
な

ど
に
よ
っ
て
も
痛
み
に
差
が
出
る

と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
体
験
し
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
空

き
時
間
に
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
相
互

実
習
を
行
い
、
施
術
時
の
角
度
や

痛
み
の
確
認
を
行
う
こ
と
で
自
身

だ
け
で
な
く
、
全
体
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
繋
が
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
普

段
の
歯
科
衛
生
士
業
務
に

取
り
入
れ
、
患
者
様
が
不

快
に
思
わ
な
い
よ
う
な
施

術
を
実
践
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

十
時
裕
子
先
生
、
貴
重

な
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
姫
路
市
・
姫
路
共
立
歯
科
診
療
所

　
歯
科
衛
生
士

北
川　

智
咲
】

一
切
開
か
れ
て
い
な
い
と
、

信
田
氏
は
指
摘
さ
れ
た
。

22
年
12
月
に
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
を
決
め
た
安

保
３
文
書
の
閣
議
決
定
、
23

年
の
武
器
輸
出
・
防
衛
装
備

移
転
３
原
則
改
定
な
ど
が
背

景
に
あ
る
と
い
う
。

　

講
演
を
聞
き
、
沖
縄
や
横

田
の
米
軍
基
地
問
題
な
ど
と

根
幹
は
同
一
に
感
じ
た
。
住

民
の
生
活
・
声
が
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
い
る
。
祝
園
で

は
、
ま
ず
日
本
政
府
に
住
民

療
報
酬
の
再
改
定
、
補
助
金
等
の

財
政
支
援
措
置
を
行
う
よ
う
に
、

国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
と
、
国
に
よ
る
診
療
報
酬
の

が
参
加
。
県
側
は
、
保
健
医
療
部

医
務
課
の
阿
部
班
長
の
他
、
同
部

総
務
課
の
村
田
企
画
班
長
、
財
務

部
財
政
課
の
山
本
副
課
長
が
対
応

し
た
。

今
次
改
定

75
％
が
「
減
収
減
益
」

　

申
し
入
れ
で
は
、
協
会
と
県
民

医
連
が
合
同
で
取
り
組
ん
だ
、

「
経
営
困
難
打
開
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
紹
介
し
、
医

療
機
関
経
営
の
厳
し
さ
を
訴
え

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
県
内
２

４
１
件
の
医
療
機
関
よ
り
回
答
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
75
％
に
当
た
る

１
７
９
医
療
機
関
が
昨
年
の
診
療

報
酬
改
定
の
結
果
、「
減
収
減

益
」
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
年
度
の
収
支
を
時
系
列
で
聞
い

た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
以
前
は
約
20

％
の
医
療
機
関
が
赤
字
で
あ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
以
降
の
23
年
度
は
30

％
以
上
の
医
療
機
関
が
赤
字
と
な

っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
後
、
医
療
機

関
経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　

西
山
理
事
長
は
、「
県
の
保
健

医
療
部
は
『
県
民
が
安
心
し
て
良

質
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
県
内
の
医
療
体
制
の
充

実
を
図
（
る
）』
こ
と
が
役
割
。

医
療
機
関
の
経
営
難
は
、
地
域
の

医
療
提
供
体
制
の
縮
小
を
招
く
も

の
で
、
県
と
し
て
対
応
を
」
と
訴

え
た
。

　

川
西
参
与
は
「
歯
科
分
野
で

は
、
診
療
報
酬
が
非
常
に
低
く
抑

え
ら
れ
厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い

る
。
中
で
も
義
歯
等
を
作
成
す
る

歯
科
技
工
士
は
離
職
率
も
高
く
、

と
り
わ
け
厳
し
い
。
医
療
機
関
へ

の
補
助
金
等
は
、
必
ず
歯
科
技
工

所
も
対
象
に
し
て
ほ
し
い
」
と
要

望
し
た
。

　

大
澤
理
事
は
「
２
０
２
４
年
の

改
定
で
新
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
は
、
金
額
が
不
十
分
な

こ
と
に
加
え
、
申
請
が
極
め
て
複

雑
で
、
改
善
を
す
る
よ
う
県
と
し

て
国
に
求
め
る
べ
き
だ
」
と
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
県
は
、

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
算
定

は
、
国
は
簡
単
だ
と
述
べ
て
い

た
。
実
態
を
把
握
し
た
い
」「
医

療
機
関
の
窮
状
は
分
か
っ
て
い

る
。
医
療
機
関
等
に
お
け
る
物
価

高
騰
対
策
一
時
支
援
金
（
仮
称
）

を
準
備
し
て
い
る
」
と
回
答
し

た
。

　

引
き
続
き
、
協
会
は
医
療
機
関

向
け
の
財
政
措
置
の
拡
大
を
求
め

て
い
く
。

再
改
定
、
補
助
金
等
の

財
政
支
援
措
置
が
な
い

場
合
は
、
地
方
自
治
体

と
し
て
、
医
療
機
関
の

事
業
と
経
営
維
持
の
た

め
の
補
助
金
等
の
財
政

支
援
措
置
を
行
う
こ
と

を
求
め
て
、
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。

　

協
会
か
ら
は
西
山
裕

康
理
事
長
、
川
西
敏
雄

参
与
が
参
加
。
県
民
医

連
か
ら
は
協
会
理
事
も

務
め
る
大
澤
芳
清
会
長

県に要望書を提出する大澤理事（左手前）

県民要求連　対県交渉

社会保障充実を
　　優先する県政に

 大澤理事が要請

医
療
機
関
へ
の
財
政
措
置
を

医
療
機
関
へ
の
財
政
措
置
を

医
療
機
関
の
窮
状
伝
え
県
へ
要
請

県に要請する（右から）西山理事長、
大澤理事（県民医連会長）、川西参与

　

去
る
12
月
８
日
奈
良
・
新
大
宮

駅
近
く
で
学
習
会
が
あ
っ
た
。

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
祝
園
」。

参 加 記 近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
・
学
習
会

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
・
学
習
会

身近な場所に弾薬庫が整備され、狙われる
危険性も高まると訴える信田氏（右上）　

　

明
る
く
様
々
な
経
歴
を
お
持
ち

の
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
歯
周
治

療
の
流
れ
や
、
痛
く
な
い
・
不
快

で
な
い
施
術
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
勉
強
に
な
っ
た
の
は
全
て

感 想 文

衛
生
士
業
務

見
直
す
好
機
に

歯
科
特
別
研
究
会

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週土曜　朝６時30分～毎週土曜　朝６時30分～

出演者
　募集中！

「「兵庫県保険医協会の兵庫県保険医協会の聴く医療」放送中!!聴く医療」放送中!!
AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

１月25日　認知症と高齢者の運転について
２月１日　全く別物!!子供と大人の歯ならび矯正の違いは?!
　　８日　歯ぎしりの話

模
型
を
用
い
て
実
習

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

京　
　

寿
学
先
生

相
生
市　

整
形
外
科

１
月
２
日

享
年
72
歳

日　時　２月８日（土）～９日（日）
会　場　聖心女子大学（東京）＋オンライン
参加費　 オンライン無料、来場有料（チケット制）
※ 田中熙巳さん（日本被団協代表委員）ほか多数
登壇予定

※ 詳細はウェブサイト（https://2025forum.
nuclearabolitionjpn.com/）で

「被爆80年 核兵器をなくす国際市民フォーラム」
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その後の30年

課題　改善求めつづける課題　改善求めつづける

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
そ
の

後
の
30
年
で
の
起
き
た
課
題
と

兵
庫
協
会
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
当
時
の
紙
面
と
と
も
に
振

り
返
る
。

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２
、
震
度

７
の
直
下
型
大
地
震
が
発
生
。
協
会
は
被
災
し
た
協
会
事
務
所
に
代
わ
り
、
西

宮
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
に
「
兵
庫
県
南
部
地
震
緊
急
対
策
本
部
」
を
設

置
。
保
団
連
と
全
国
協
会
の
支
援
を
受
け
、
役
員
、
事
務
局
員
が
協
力
し
て
、

被
災
会
員
の
安
否
確
認
、
救
援
・
激
励
・
情
報
の
把
握
と
宣
伝
に
全
力
を
尽
く

し
た
。
ま
た
、
看
護
師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
全
国
か
ら
か
け
つ
け
、
避
難

所
、
仮
設
住
宅
の
入
居
者
訪
問
・
支
援
活
動
が
進
め
ら
れ
た
。

　

震
災
当
時
の
村
山
内
閣
は
、
住
宅
、

店
舗
、
職
を
失
っ
た
被
災
者
に
対
し
、

あ
く
ま
で
「
個
人
の
財
産
に
は
国
家
は

関
与
し
な
い
」
と
「
自
立
自
助
」
を
押

し
つ
け
た
。

　

協
会
は
、
団
体
、
学
者
、
専
門
家
と

と
も
に
95
年
３
月
に
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
救
援
・
復
興
県
民
会
議
」（
県
民

会
議
）、
４
月
に
「
兵
庫
県
震
災
復
興

研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
結
成
し
、「
住
専

よ
り
も
被
災
者
へ
」「
雲
仙
・
奥
尻
な

み
に
全
壊
５
０
０
万
円
、
半
壊
２
５
０

万
円
を
」
と
、
被
災
者
へ
の
公
的
個
人

補
償
を
求
め
て
、
30
次
に
わ
た
る
政
府

・
国
会
行
動
な
ど
を
重
ね
た
。

96
年
１
月
10
日
、
瀬
尾
攝
兵
庫
県
医

師
会
長
と
合
志
至
誠
協
会
理
事
長
が
協

議
し
、
県
医
師
会
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
、

地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救
援
連
絡
会
の
３
代
表
が

発
起
人
と
な
り
、
県
内
各
界
有
識
者
48

人
の
協
力
を
得
て
、「
被
災
者
の
生
命

と
人
権
の
危
機
を
憂
慮
し
、『
生
活
、

営
業
、
住
宅
の
再
建
に
公
的
支
援
の
拡

　協会は、厳寒期間の避難者の衛
生・環境の改善、医療支援体制強
化、高齢・病弱者の避難先の緊急
確保、仮設住宅での医療確保、医
療費の免除打ち切りに対する延長
を求めて、国・県・神戸市、医師
会などに要請を重ねた。
　こうした取り組みの結果、政府
は２次救急輪番病院への復旧補助
や「医療施設近代化施設整備事

　壊滅的な被害を受けた被災地に対
し、神戸市や兵庫県が打ち出したス
ローガンが「創造的復興」。その目
玉が「神戸空港」と「新長田再開発
事業」だった。
　神戸市は震災直後から被災者の苦
しみを無視して、「神戸空港」建設
計画推進を打ち出した。この是非を
問う住民投票条例の制定を求める直
接請求署名運動が98年行われ、協会
も取り組んだ。結果、31万人余、有
権者比26％を超える署名が集まった
が、市議会は十分な審議を尽くさず
条例案を否決。
　市は市民の反対の声を押し切り、

業」に被災医療機関を加えること
を認め、民間病院・診療所230施
設、総額94億円の公費による直接
支援を勝ち取り、被災医療機関の
再建に役立った（ただし、「救急
医療不参加」や「テナント、産婦
人科、歯科医院」などは除外）。
　また、診療報酬概算請求、被災
者の患者負担免除措置を実現させ
た。

建設費3140億円をかけ、06年に神戸
空港を開港。しかし、搭乗者数など
が見込みを大きく下回り市政の重荷
となった結果、16年に民間に運営権
を売却した。
　また、火災により焼け野原となっ
た長田地区では、住民無視の大型再
開発事業が進められた結果、巨大な
ビルが立ち並ぶものの、テナントに
は空床が目立つ。昨年10月末によう
やく事業は終了したとされている
が、市が所有する商業・業務床の約
６割が売れ残り、入居者も重い共益
費負担に苦しんでいる。

充
を
』
訴
え
る
」
ア
ピ
ー
ル
（
48
氏
ア

ピ
ー
ル
）
を
発
表
。
県
内
１
８
０
０

人
、
全
国
２
８
５
０
人
、
衆
参
過
半
数

の
４
０
８
人
の
国
会
議
員
の
賛
同
を
得

る
な
ど
、
運
動
は
大
き
く
広
が
っ
た
。

97
年
に
は
被
災
者
公
的
支
援
を
行
う

と
す
る
法
案
が
超
党
派
の
国
会
議
員
37

人
に
よ
り
、
通
常
国
会
に
提
出
。
98
年

に
自
民
党
提
案
の
「
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
案
」
が
可
決
成
立
し
、
政
府
の

公
的
補
償
を
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を
転

換
さ
せ
た
。
一
方
、
同
法
は
阪
神
・
淡

路
に
遡
及
適
用
さ
れ
ず
、
内
容
も
不
十

分
だ
っ
た
。

　

県
民
会
議
は
同
法
改
正
を
求
め
つ
づ

け
、
年
齢
・
所
得
・
使
途
制
限
を
撤

廃
、
全
壊
・
半
壊
被
災
者
に
対
し
、
住

宅
本
体
再
建
を
可
能
と
す
る
最
高
３
０

０
万
円
支
給
が
実
現
し
、
そ
の
後
の
災

害
の
被
災
者
の
生
活
再
建
の
助
け
と
な

っ
た
。
協
会
は
さ
ら
な
る
対
象
・
支
給

金
額
の
拡
充
を
求
め
て
運
動
を
続
け
て

い
る
。

　

２
０
０
２
年
、
震
災
復
興
に
名
を
借
り

た
大
型
開
発
「
医
療
産
業
都
市
構
想
」

が
、
小
泉
構
造
改
革
下
で
急
浮
上
。
政
府

の
医
療
の
規
制
緩
和
政
策
に
便
乗
し
、
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
医
療
機
関
や
研
究
機

関
、
医
療
産
業
を
集
約
し
て
経
済
的
利
益

を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
協
会
は
、

医
療
の
営
利
化
の
危
険
性
や
混
合
診
療
解

禁
に
道
を
開
く
可
能
性
が
あ
る
な
ど
問
題

点
を
指
摘
し
、
県
民
や
医
師
会
と
懇
談
を

重
ね
な
が
ら
、
反
対
運
動
を
展
開
。
２
０

１
６
年
に
は
、
そ
の
拠
点
だ
っ
た
神
戸
国

際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
が
、
生
体
肝
移
植
手

術
後
の
患
者
の
死
亡
が
相
次
い
だ
こ
と

で
、
閉
院
し
た
。

　

ま
た
、
神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院
が
、

県
立
こ
ど
も
病
院
な
ど
公
立
病
院
の
移
転

も
進
め
ら
れ
た
が
、
協
会
は
、
公
立
病
院

が
先
端
医
療
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
危
険

性
や
救
急
機
能
低
下
、
災
害
リ
ス
ク
の
高

い
場
所
に
基
幹
病
院
を
設
置
す
る
問
題
点

な
ど
の
危
険
性
も
指
摘
し
た
。

阪神・淡路大震災発生阪神・淡路大震災発生

被災者の医療費免除・医療機関支援被災者の医療費免除・医療機関支援

「創造的復興」の名のもと「創造的復興」の名のもと

震災復興に名を借りた医療の規制緩和震災復興に名を借りた医療の規制緩和

会員の安否確認・被災者の健康管理に全力会員の安否確認・被災者の健康管理に全力

政府・県・市へ要請重ねて実現政府・県・市へ要請重ねて実現

被災者置き去りで進められた巨大事業被災者置き去りで進められた巨大事業

「神戸医療産業都市構想」の問題指摘「神戸医療産業都市構想」の問題指摘
２００８年(平成２０年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１５７３号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

神戸医療産業都市神戸医療産業都市ととスーパー特区スーパー特区
神戸市医師会 川島会長、西田副会長に聞く

池
内　

ス
ー
パ
ー
特
区
問
題
が

に
わ
か
に
浮
上
し
て
き
ま
し
た

が
、
ま
ず
そ
の
経
緯
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

川
島　

小
泉
首
相
が
２
０
０
６

年
に
首
相
退
任
し
た
後
、
医
療

を
め
ぐ
る
規
制
緩
和
の
動
き
は

一
段
落
し
た
か
の
よ
う
な
印
象

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
態
は
全

く
逆
で
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
は

ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
毎
年
ア
メ
リ
カ
政
府
は
規

制
改
革
要
求
を
日
本
政
府
に
突

き
付
け
て
い
ま
す
が
、
２
０
０

７
年
10
月
18
日
に
出
さ
れ
た
要

望
書
に
は
「
革
新
的
創
薬
の
た

め
の
官
民
対
話
等
、
医
療
制
度

改
正
に
関
す
る
日
本
政
府
と
の

協
議
に
米
国
産
業
界
を
引
き
続

き
参
加
さ
せ
る
」「
研
究
開
発

志
向
型
の
米
国
製
薬
業
界
の
代

表
を
中
医
協
の
薬
価
専
門
部
会

の
委
員
に
任
命
す
る
」
な
ど
、

引
き
続
き
医
療
分
野
に
お
け
る

営
利
企
業
参
入
へ
の
強
い
意
思

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

加
藤　

ア
メ
リ
カ
代
表
を
「
中

医
協
委
員
に
任
命
す
る
」
と

は
、
本
当
に
驚
き
で
す
ね
。

川
島　

内
政
干
渉
と
も
と
れ
る

非
常
に
露
骨
な
要
求
で
す
。
し

か
も
こ
の
中
で
は
「
医
療
特
区

の
全
国
展
開
」「
医
療
関
連
産

業
が
あ
ら
ゆ
る
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
を
可
能
に
」
な
ど
、
従

来
の
特
区
制
度
の
大
幅
な
拡
大

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

米
政
府
の
要
望
書
を
具
体
化
す

る
形
で
、
早
速
年
明
け
の
２
０

０
８
年
１
月
31
日
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
で
、
太
田
弘
子
内
閣

府
特
命
大
臣
（
当
時
）
が
「
経

済
成
長
戦
略
の
主
要
な
政
策
項

目
に
つ
い
て
」
を
提
案
。
こ
こ

で
「
先
端
医
療
技
術
を
実
践
に

生
か
す
た
め
の
再
生
医
療
等
の

特
区
創
設
」、
い
わ
ゆ
る
「
先

端
医
療
開
発
特
区
」（
以
下　

ス
ー
パ
ー
特
区
）
が
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
内
閣
府
、

厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

文
部
科
学
省
が
共
同
事
業
と
し

て
進
め
る
こ
と
が
決
定
し
た
の

で
す
。

武
村　

ス
ー
パ
ー
特
区
は
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の

で
し
ょ
う
か
。

川
島　

一
言
で
い
え
ば
、
異
な

る
地
域
の
大
学
病
院
や
高
度
医

療
専
門
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
臨
床

研
究
機
関
や
企
業
等
の
複
合
体

で
行
わ
れ
る
先
端
医
療
の
開
発

に
、
重
点
的
に
研
究
資
金
の
補

助
金
を
投
入
す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
従
来
の
補
助
金
で
は

企
業
が
入
っ
た
申
請
主
体
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
特
区
で
は

対
象
と
な
る
複
合
体
に
は
企
業

の
参
加
が
自
由
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
複
合
体

内
で
政
府
の
補
助
金
と
企
業
資

金
が
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
現
に
、
現

在
申
請
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
多
く
は
企
業
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

武
村　

先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
か

ら
も
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

川
島　

先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
研

究
所
長
・
西
川
伸
一
氏
、
先
端

医
療
セ
ン
タ
ー
長
・
田
中
紘
一

氏
、
臨
床
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー

研
究
事
業
統
括
・
福
島
雅
典
氏

を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
と
し
て
、

３
つ
の
研
究
テ
ー
マ
を
、
い
ず

れ
も
企
業
を
含
め
た
複
合
体
が

申
請
し
て
い
ま
す
。

池
内　

複
合
体
の
内
部
で
企
業

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
か
非
常
に
気
が
か
り

で
す
ね
。

川
島　

そ
れ
に
規
制
面
で
は

「
先
端
医
療
の
開
発
段
階
か
ら

規
制
当
局
と
密
接
に
協
議
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
対

象
と
な
っ
た
複
合
体
に
は
、
先

端
医
療
の
開
発
途
上
で
事
実
上

の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

「
高
度
医
療
評
価
制
度
」は

大
き
な
問
題

藤
末　

株
式
会
社
の
医
療
へ
の

参
入
が
こ
う
し
た
形
で
行
わ
れ

る
と
は
、
非
常
に
問
題
で
す

ね
。

川
島　

さ
ら
に
大
き
な
問
題
は

「
高
度
医
療
評
価
制
度
」
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
制

度
の
適
用
を
受
け
れ
ば
、
薬
事

法
の
承
認
が
得
ら
れ
て
い
な
い

医
薬
品
・
医
療
機
器
の
使
用
を

伴
う
先
端
医
療
技
術
で
も
、
医

療
保
険
と
の
併
用
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
安
全
性
か
ら
も
、
ま

た
、
実
質
上
の
混
合
診
療
の
解

禁
に
向
か
う
と
い
う
面
か
ら
も

産
業
に
か
わ

あ
る
薬
剤
や

で
神
戸
の
経

よ
う
と
い
う

神
戸
医
療
（

構
想
に
医
師

る
の
で
は
あ

の
ス
ー
パ
ー

療
産
業
都
市

し
た
動
き
だ

す
。
と
言
い

市
は
神
戸
市

中
央
市
民
病

ン
タ
ー
の
隣

周
辺
に
高
度

テ
ラ
イ
ト
化

「
メ
デ
ィ
カ

想
」
を
進
め

れ
は
ス
ー
パ

神戸市医師会会長

　川島　龍一先生

神戸市医師会副会長

　西田　芳矢先生

極
め
て
問
題
の
あ
る
制
度
で

す
。
こ
れ
が
３
月
26
日
の
中
医

協
で
提
案
さ
れ
、
わ
ず
か
５
日

後
の
31
日
に
は
医
政
局
長
通
知

が
出
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
速

さ
で
実
現
し
ま
し
た
。
ま
さ
に

ス
ー
パ
ー
特
区
を
後
押
し
す
る

か
の
ご
と
き
動
き
で
あ
り
、
大

き
な
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

加
藤　

先
端
医
療
開
発
は
医
療

保
険
と
は
別
建
て
で
行
う
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
に

か
く
実
用
化
を
進
め
よ
う
と
、

様
々
な
便
宜
を
図
っ
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
す
。
神
戸
医
療
産

業
都
市
構
想
の
動
き
も
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

川
島　

震
災
で
壊
滅
し
た
地
場

　

先
端
医
療
開
発
に
か
か
わ

る
ス
ー
パ
ー
特
区
の
対
象
が

決
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
問
題
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
続
け
て
い
る
神
戸
市
医

師
会
の
川
島
龍
一
会
長
、
西

田
芳
矢
副
会
長
に
、
そ
の
内

容
と
問
題
点
を
聞
い
た
。

﹇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
﹈

池
内
春
樹
理
事
長
、
武
村
義

人
・
加
藤
擁
一
副
理
事
長
、

藤
末
衛
評
議
員

２０１３年(平成２５年)３月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７１２号（３）

　

神
戸
空
港
は
２
０
０
６
年
の
開
港
か
ら
７
年
を
迎
え
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
、
神
戸
市
が
「
創
造
的
復
興
」
の

目
玉
と
し
て
打
ち
出
し
た
空
港
建
設
。
し
か
し
、
搭
乗
者
数

は
予
測
の
半
分
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的
に
は
赤
字
運
営
で
市

債
償
還
に
追
い
つ
か
ず
、
市
政
の
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
の
復
興
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
神
戸
空

港
の
検
証
は
重
要
で
あ
る
。
開
港
７
年
と
な
る
２
月
16
日
に

は
、
協
会
神
戸
支
部
が
参
加
す
る
「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空

港
」
の
会
が
集
会
を
開
き
、
空
港
の
現
状
を
検
証
し
、
住
民

本
位
で
な
い
ハ
コ
モ
ノ
重
視
の
復
興
を
進
め
た
神
戸
市
の
姿

勢
を
問
う
た
。

「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空
港
」の
会
集
会

神
戸
空
港
開
港
７
年　

赤
字
運
営
つ
づ
く

復
興
事
業
の
あ
り
方

復
興
事
業
の
あ
り
方  

問
い
な
お
す

問
い
な
お
す

空
港
を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
地
に

　

「
ス
ト
ッ
プ
！
神
戸
空
港
」

の
会
が
兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
い
た
「
神
戸
空
港
開
港

７
年
抗
議
と
学
習
集
会
」
に

は
、
約
60
人
が
参
加
。
神
戸
支

部
か
ら
武
村
義
人
副
理
事
長
・

神
戸
支
部
副
支
部
長
が
参
加

し
、
同
会
代
表
と
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

同
会
事
務
局
長
の
北
岡
浩
氏

は
、
神
戸
空
港
の
実
績
を
検
証

す
る
と
し
て
、
神
戸
市
が
開
港

前
に
発
行
し
た
「
神
戸
空
港
ニ

ュ
ー
ス
」
を
も
と
に
、
現
状
と

の
対
比
を
報
告
。
神
戸
市
は
バ

ラ
色
の
幻
想
を
ふ
り
ま
い
て
き

た
が
、
実
態
は
ひ
ど
い
状
態
で

あ
る
と
批
判
し
た
。

　

ま
た
、
赤
字
空
港
の
転
用
策

と
し
て
北
岡
氏
は
、
神
戸
空
港

を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
地
に
し
よ

う
と
の
提
案
を
発
表
し
た
。
売

却
用
の
土
地
以
外
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
敷
き
詰
め
た
場
合
を
試

算
。
コ
ス
ト
、
発
電
見
込
み
等

か
ら
、
建
設
費
３
５
０
億
円
に

対
し
、
年
間
収
入
は
44
億
円
が

見
込
め
、
維
持
管
理
費
10
億
円

を
除
い
て
も
34
億
円
の
収
入
が

見
込
め
る
と
し
た
（
表
）。

　

同
会
は
、
赤
字
を
増
や
し
続

け
る
神
戸
空
港
と
海
上
ア
ク
セ

ス
を
廃
止
し
、
活
用
方
法
を
検

討
せ
よ
と
す
る
決
議
を
採
択
し

た
。

　

学
習
会
で
は
日
本
環
境
学
会

会
長
の
和
田
武
氏
が
「
地
域
主

導
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に

よ
る
地
域
社
会
の
発
展
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。

　

石
油
・
ウ
ラ
ン
な
ど
埋
蔵
資

源
に
よ
る
再
生
不
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
有
限
性
や
コ
ス

ト
、
事
故
リ
ス
ク
な
ど
の
特
性

を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
較

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
位

性
を
指
摘
。
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ

ー
ク
な
ど
国
際
的
な
動
向
も
紹

25,955,84225,955,842

19,521,41419,521,414 20,577,60820,577,608
16,751,80816,751,808

9,672,3229,672,322 8,538,1758,538,175
6,431,8486,431,848

神戸市の利用者予測旅客数

12年度
（4－1月）

（人）

11100908072006

2,738,1432,738,143
2,972,2122,972,212

3,400,0003,400,000 3,600,0003,600,000 3,800,0003,800,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000 4,000,0004,000,000

2,576,7262,576,726
2,335,4072,335,407 2,215,0922,215,092

2,565,4052,565,405
2,014,5882,014,588

神戸空港の７年

当初予測大きく下回り
市債償還で自転車操業

住民の力で自然エネルギーを普及し、神戸経済を
活性化しようと、和田氏が訴えた　　　　　　　

求　

人
①

求　

人
②

求　

人
③

医
院
譲
渡
①

医
院
譲
渡
②

表　メガソーラー基地試算

図１　旅客数は市予測の半分

図２　2011年度の貨物取扱量（kg）は06年度比
で1/3に 　　　　　　　　　　

空港用地 153.6ha
発電量見込み 約100MW
建設費 325億円～350億円
年間総発電量 １億1000万～１億3000万KWH
単価 40円/KW
年間収入見込み 44～52億円
年間維持管理費 10億円
年間収益 34～42億円

署名
窓口負担軽減
消費税増税中止

　

「
神
戸
空
港
開
港
７
年
抗
議

と
学
習
集
会
」
で
、「
ス
ト
ッ

プ
！
神
戸
空
港
」
の
会
が
報
告

し
た
検
証
内
容
を
紹
介
す
る
。

っ
て
は
、
開
港
直
後
の

を
ピ
ー
ク
に
、
11
年
度

の
１
ま
で
減
少
し
て
い

２
）。
デ
フ
レ
経
済
下

戸
市
だ
け
の
問
題
で
な

て
も
、
い
ず
れ
も
予
測

幅
に
下
回
っ
て
い
る
。

　

第
２
の
ポ
イ
ン
ト
は

料
収
入
」。
神
戸
市
は

運
営
に
つ
い
て
「
着
陸

で
運
営
。
収
支
に
心
配

ま
せ
ん
」
と
し
、
空
港

支
の
見
込
み
で
は
、
市

費
と
着
陸
料
見
込
み
が

応
す
る
形
で
計
上
さ
れ

（
図
３
）。

　

北
岡
氏
は
、
検
証
の
基
準
と

し
て
、
神
戸
市
が
開
港
前
に
発

行
し
た
「
神
戸
空
港
ニ
ュ
ー
ス

Ｎ
ｏ
19
」
な
ど
を
も
と
に
、
実

態
と
比
較
し
た
。

　

第
１
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
旅
客

数
」。
市
は
２
０
１
０
年
度
に

当
初
４
２
０
万
人
、
途
中
修
正

で
４
０
０
万
人
に
な
る
と
見
込

ん
だ
。
し
か
し
旅
客
数
は
07
年

度
の
２
９
７
万
人
を
ピ
ー
ク
に

減
り
続
け
、
11
年
度
は
２
５
６

万
人
と
予
測
値
の
６
割
程
度
。

12
年
度
は
１
月
ま
で
の
10
カ
月

値
で
２
０
１
万
人
に
す
ぎ
な
い

（
図
１
）。
貨
物
取
扱
量
に
至

介
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル

の
転
換
を
強
調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「

電
は
低
周
波
な
ど
で
問

い
の
か
」
な
ど
の
質
問

れ
、「
地
域
に
関
係
の

業
が
勝
手
に
設
置
す
る

ら
問
題
が
起
こ
っ
て
い

し
、「
地
域
住
民
が
設

も
含
め
て
参
加
し
、
自

有
者
と
な
っ
て
い
る
国

そ
う
い
う
問
題
は
起
き

い
」
な
ど
と
回
答
し
た

検 証 Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
と
生
体
肝
移
植

Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
と
生
体
肝
移
植
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医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点

「
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
」

西
山

私
も
神
戸
大
学
で
肝

移
植
の
研
究
に
関
わ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
今
回
の
事
態
を
大
変

憂
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

西
田

95
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
後
、
経
済
復
興
を
目
的

に
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
過

程
で
、
98
年
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
日
本
で
も
実
施
し
よ
う
と

い
う
政
府
の
方
針
が
示
さ
れ
、

ド
バ
イ
や
ア
ブ
ダ
ビ
と
親
交
が

あ
り
、
生
体
肝
移
植
の
世
界
的

権
威
で
あ
る
田
中
紘
一
先
生
に

神
戸
市
が
目
を
つ
け
、
医
療
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
し
て
Ｋ
Ｉ

Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
を
整
備
す
る
計
画
が

持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
神
戸
市

が
野
村
総
研
に
依
頼
し
た
事
業

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
「
Ｋ

Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
病
院
に
よ
り
生
体

肝
移
植
等
の
高
度
専
門
医
療
の

提
供
が
可
能
で
、
著
名
で
優
れ

た
医
師
も
存
在
す
る
。
し
か
も

神
戸
空
港
を
窓
口
と
し
国
内
外

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
あ

る
」
と
神
戸
の
優
位
性
が
う
た

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

吉
岡

こ
の
計
画
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
。

川
島

私
た
ち
県
医
師
会
と

神
戸
市
医
師
会
は
、
医
療
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ツ
ー
ル
と
し
て
生
体

肝
移
植
を
目
玉
に
し
た
国
際
的

な
専
門
病
院
を
つ
く
る
こ
と
に

は
絶
対
反
対
だ
と
い
う
立
場
を

共
同
で
と
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
働
き
か
け
で
、
県

の
保
健
医
療
計
画
の
中
に
、
Ｋ

Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
名
前
を
挙
げ

て
、
生
体
肝
移
植
に
つ
い
て

「
原
則
と
し
て
国
内
の
患
者
を

対
象
と
し
て
生
体
肝
移
植
を
実

施
す
る
が
、
や
む
を
得
ず
外
国

か
ら
の
生
体
肝
移
植
の
患
者
を

受
け
入
れ
る
場
合
に
は
、
人
道

的
見
地
に
立
ち
営
利
を
目
的
と

せ
ず
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言

や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
総
会
決
議
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
『
移
植
ツ
ー
リ
ズ

ム
』
が
介
在
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
日
本
移
植
学
会
と
病
院

施
設
に
お
け
る
倫
理
委
員
会
規

程
を
遵
守
し
た
上
で
実
施
す

る
」
と
盛
り
込
ま
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
と
話
し

合
い
、
１
２
０
床
の
う
ち
、
生

体
肝
移
植
用
の
ベ
ッ
ド
を
20
床

に
限
定
し
た
上
で
、
国
内
の
患

者
さ
ん
を
優
先
さ
せ
る
よ
う
に

指
導
い
た
し
ま
し
た
。

生
体
肝
移
植
の

倫
理
的
問
題

池
内

保
険
医
協
会
も
同
年

10
月
に
は
談
話
で
「
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
に
は
、
大
き
な
倫
理
的
問

題
が
あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。

川
島

「
生
体
肝
移
植
」
と

い
う
医
療
行
為
そ
の
も
の
に
倫

理
的
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
患

者
自
身
の
み
の
手
術
で
完
結
す

る
場
合
は
、
患
者
が
命
を
か
け

て
成
功
率
の
低
い
手
術
に
臨
む

こ
と
も
許
さ
れ
ま
す
が
、
生
体

移
植
術
の
場
合
は
健
康
な
ド
ナ

ー
の
身
体
を
傷
つ
け
臓
器
を
取

り
出
し
、
そ
れ
を
移
植
す
る
の

で
す
か
ら
、
移
植
手
術
を
受
け

た
患
者
が
亡
く
な
れ
ば
、
ド
ナ

ー
の
肉
体
的
精
神
的
負
担
だ
け

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
き

う
る
限
り
手
術
適
応
を
厳
密
に

し
、
安
全
性
と
手
術
成
功
率
を

限
り
な
く
高
く
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
困
難
な
手
術
で
あ
っ
た

か
ら
死
亡
例
が
多
い
と
い
う
言

い
訳
は
、
生
体
移
植
術
の
場
合

は
通
用
し
な
い
こ
と
を
自
覚
す

べ
き
で
す
。
最
優
先
す
べ
き
は

ド
ナ
ー
の
保
護
で
す
。
さ
ら
に

臓
器
提
供
意
思
の
任
意
性
、
ド

ナ
ー
の
親
族
か
ど
う
か
等
の
確

認
、
ド
ナ
ー
お
よ
び
レ
シ
ピ
エ

ン
ト
へ
の
十
分
な
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
実
施
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
や
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
件
が

あ
り
ま
す
。

世
界
の
流
れ
は
脳
死
移
植

西
山

そ
う
し
た
倫
理
的
課

題
に
つ
い
て
学
界
は
ど
う
対
応

し
て
い
る
の
で
す
か
。

川
島

03
年
に
は
生
体
肝
移

植
研
究
会
が
「
生
体
肝
提
供

（
ド
ナ
ー
）
手
術
に
関
す
る
指

針
」
を
策
定
し
、
07
年
に
は

「
日
本
移
植
学
会
倫
理
指
針
」

が
策
定
さ
れ
「
臓
器
移
植
の
望

ま
し
い
形
態
は
、
死
体
か
ら
の

移
植
で
あ
る
。
健
常
で
あ
る
ド

ナ
ー
に
侵
襲
を
及
ぼ
す
よ
う
な

医
療
行
為
は
本
来
望
ま
し
く
な

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
08
年

て
い
る
医
療
は
、
現
在
の
移
植

医
療
の
流
れ
か
ら
す
る
と
相
当

違
和
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
た

だ
、
日
本
で
は
海
外
と
比
較
し

て
脳
死
移
植
が
一
般
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
。

川
島

現
在
臓
器
移
植
が
最

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
国
は

ア
メ
リ
カ
で
す
。
10
年
に
肝
臓

移
植
は
６
千
例
実
施
さ
れ
、
そ

の
95
％
が
脳
死
等
に
よ
る
も
の

で
す
。
一
方
、
日
本
で
は
12
年

の
生
体
肝
移
植
が
３
８
１
例
、

脳
死
移
植
は
41
例
で
す
。
日
本

で
は
、
仏
教
の
輪
廻
思
想
の
影

響
か
、
遺
体
に
対
す
る
執
着
心

が
強
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
脳

死
臓
器
提
供
者
が
少
な
い
の
で

は
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か

と
い
っ
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
倫

理
的
な
課
題
な
ど
が
あ
り
、
生

体
臓
器
移
植
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り
ま

す
。肝

移
植
研
究
会
の
見
解

池
内

今
回
の
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
で
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

川
島

日
本
肝
移
植
研
究
会

の
「
肝
移
植
症
例
調
査
検
討
委

員
会
」
が

は
、
院
内

の
重
大
な

る
移
植
医

分
な
体
制

断
な
ら
び

を
整
備
す

る
」「
移

脱
し
た
り

分
な
ま
ま

の
は
、
適

分
機
能
し

因
と
考
え

さ
れ
て
い

れ
に
基
づ

該
施
設
の

度
の
高
い

医
は
少
数

適
応
評
価

力
が
標
準

い
る
点
で

ム
の
構
成

は
不
十
分

き
、
当
直

外
科
医
の

に
必
要
な

移
植
を
担

し
い
病
院

が
、
標
準

不
足
し
て

れ
ら
の
問

…
組
織
の

要
と
考
え

織
の
抜
本

で
、
移
植

で
あ
る
」

こ
う
し

月
30
日
、

Ｍ
Ｅ
Ｃ
の

を
行
い
ま

移
植
症
例

の
評
価
に

見
知
か
ら

納
得
で
き

で
、
症
例

を
論
じ
ら

な
が
ら
私

る
も
の
で

た
。
ま
た

対
し
て
院

ら
れ
た
よ

を
扱
い
か

神
戸
医
療
産
業
都
市
に
あ
る

神
戸
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー（
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
）
で
、
２
０
１
４
年
２
月

か
ら
２
０
１
５
年
６
月
ま
で
に

９
例
の
生
体
肝
移
植
手
術
が
行

わ
れ
、
５
例
で
患
者
が
死
亡
し

た
こ
と
を
受
け
、
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
開
設
が
持
ち
上
が
っ
た
頃
か

ら
、
懸
念
を
表
明
し
続
け
て
き

た
兵
庫
県
医
師
会
の
川
島
龍
一

会
長
と
西
田
芳
矢
副
会
長
に
７

月
10
日
、
西
山
裕
康
理
事
長
、

池
内
春
樹
名
誉
理
事
長
、
吉
岡

巌
副
理
事
長
が
話
を
伺
っ
た
。

兵
庫
県
医
師
会
　
川
島

兵
庫
県
医
師
会

川
島
会会
長長
・
西
田

・
西
田
副副
会会
長長
に
聞
く

に
聞
く

西田 芳矢副会長

川島 龍一会長

に
は
国
際
移
植
学

会
に
よ
る
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
宣
言

で
、
明
確
に
移
植

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

10
年
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
総
会
で
も
、
渡

航
移
植
の
自
粛
が

決
議
さ
れ
ま
し

た
。吉

岡

Ｋ
Ｉ
Ｆ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
で
行
わ
れ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
状

況
と
対
策
本
部
の
設
置
、
全
国

の
支
援
に
つ
い
て
伝
え
る
95
年

１
月
25
日
付
紙
面

31
万
人
の
市
民
投
票
で
圧
倒
的
な
反
対
の
声

（
99
年
８
月
25
日
付
）
を
無
視
し
、
開
港
。

13
年
３
月
５
日
付
は
赤
字
が
つ
づ
く
空
港
の

現
状
を
伝
え
る

医
療
産
業
都
市
に
つ
い
て
の
、
神
戸
市
医
師

会
会
長
・
副
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
08
年
11

月
15
日
付
・
15
年
８
月
25
日
付
）

公
的
支
援
拡
充
を
求
め
る

「
48
氏
ア
ピ
ー
ル
」
賛
同

者
を
掲
載
し
た
96
年
２
月

25
日
付

「超党派法案」実現を求め池尻理事長が座り込み行動
に参加したことを報じる98年４月15日付　　　　　　

住
民
の「
生
業
・
生
活
の
復
興
」は
国
の
責
任

住
民
の「
生
業
・
生
活
の
復
興
」は
国
の
責
任

県
民
・
住
民
の
大
き
な
運
動

県
民
・
住
民
の
大
き
な
運
動

 

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
実
現

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
実
現
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ア
ク
セ
ス
が
寸
断
さ
れ
救
急
な
ど
に
課
題

ア
ク
セ
ス
が
寸
断
さ
れ
救
急
な
ど
に
課
題

地域医療の課題明らかに地域医療の課題明らかに
　

昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
熊
本
県
阿

蘇
郡
南
阿
蘇
村
。
加
藤
擁
一
副
理
事
長
と
広
川
恵
一
顧
問
が
、

昨
年
12
月
25
日
、
村
内
に
あ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
リ
ハ
セ
ン

タ
ー
ひ
ば
り
を
訪
れ
、
同
施
設
の
歯
科
衛
生
士
で
あ
る
村
本
奈

穂
氏
と
、
歯
科
医
師
の
山
口
彩
子
先
生
（
菊
陽
町
・
菊
陽
病

院
）、
田
村
尚
子
先
生
（
南
阿
蘇
村
・
さ
く
ら
歯
科
）
に
、
震

災
後
の
村
内
の
状
況
や
課
題
等
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
。

玉
東
町

玉
名
市

長洲町

荒尾市

南関町
和
水
町

山鹿市

福岡県

長崎県

大分県

菊池市

小国町

南小国町
産
山
村

阿蘇市

大津町
菊陽町

南
阿
蘇
村

西原村
益城町

山都町

嘉
島
町 御船町

甲佐町

美里町

宇土市

宇城市

氷
川
町

高森町

合志市

熊
本
市

熊本県北部
　

加
藤　

４
月
の
熊
本
地
震
か

ら
、
８
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

本
日
は
南
阿
蘇
村
の
現
状
に
つ

い
て
、
歯
科
に
関
わ
る
皆
さ
ま

か
ら
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

広
川　

８
月
６
日
に
兵
庫
協

会
で
行
っ
た
日
常
診
療
経
験
交

流
会
〈
震
災
プ
レ
企
画
〉
で
、

山
口
先
生
と
村
本
さ
ん
に
は
、

地
震
当
時
の
状
況
や
課
題
、
当

時
の
思
い
・
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田

村
先
生
と
お
会
い
す
る
の
は
初

め
て
で
す
ね
。
地
震
直
後
か
ら

現
在
ま
で
振
り
返
ら
れ
て
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

田
村　

私
は
、
こ
の
南
阿
蘇

村
で
開
業
し
て
い
ま
す
が
、
も

と
も
と
こ
の
村
の
出
身
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
開
院
か
ら
10
年
、

村
民
の
方
と
少
し
ず
つ
関
係
を

築
き
な
が
ら
診
療
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
震
災
で
は
電
気
も

水
道
も
止
ま
り
、
医
院
の
機
械

類
も
壊
れ
て
し
ま
っ
て
修
理
を

繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
本
当

に
大
変
で
し
た
が
、
震
災
を
ば

ね
に
し
て
住
民
の
方
と
密
な
関

係
を
築
け
た
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
当
院
は
再
開

で
き
ま
し
た
が
、
地
震
で
地
盤

が
危
険
だ
と
い
う
こ
と
で
閉
院

さ
れ
た
歯
科
医
院
も
あ
り
、
深

刻
な
状
況
で
す
。

　

阿
蘇
大
橋
と
俵
山
ト
ン
ネ
ル

が
崩
落
し
、
村
外
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
寸
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
特
に
困
り
ま
し
た
。
以
前

は
、
週
に
２
〜
３
回
、
勉
強
会

や
買
い
物
の
た
め
熊
本
市
内
に

行
っ
て
い
た
の
が
、
で
き
な
く

の
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
寸
断
に
よ
り
、
迂
回
路

は
一
度
標
高
１
０
０
メ
ー
ト
ル

ま
で
上
が
り
80
メ
ー
ト
ル
下
が

る
よ
う
な
高
低
差
の
大
き
い
ル

ー
ト
で
、
毎
日
の
通
勤
に
１
時

間
半
ほ
ど
か
か
り
、
非
常
に
苦

労
し
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
開

通
し
て
、
20
分
は
短
縮
さ
れ
、

本
当
に
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
村
で
働
い
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
村

内
に
医
療
・
介
護
関
係
の
知
り

合
い
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
震
を
き
っ
か

け
に
知
り
合
い
が
増
え
ま
し

た
。
村
本
さ
ん
や
他
の
看
護
師

さ
ん
な
ど
と
も
つ
な
が
り
が
広

が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
伺
っ

て
、
10
年
後
、
20
年
後
の
村
の

医
療
・
介
護
を
考
え
た
と
き
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
救

急
搬
送
は
相
当
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
状
態
だ
そ
う
で
す
。

地
域
の
中
核
病
院
だ
っ
た
阿
蘇

立
野
病
院
が
地
震
で
休
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
天
気
の

い
い
日
は
原
則
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
使
い
ま
す
が
、
悪
天
候
の
時

や
夜
間
は
使
え
ま
せ
ん
。
救
急

車
で
１
時
間
以
上
か
け
て
、
阿

蘇
市
や
熊
本
市
の
病
院
ま
で
搬

送
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
そ
う

で
す
。
ト
ン
ネ
ル
開
通
で
搬
送

時
間
は
多
少
短
縮
し
ま
す
が
、

不
安
な
状
況
は
続
く
と
思
い
ま

す
。

　

で
す
か
ら
、
私
は
田
村
先

生
、
村
本
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
村
の
医
療
・
介
護
関
係
者
に

聞
い
た
お
話
を
発
信
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

う
ね
」
と
ハ
グ
や
握
手
を
し
て

帰
る
ん
で
す
。
あ
る
種
の
連
帯

意
識
を
形
に
し
て
、
互
い
を
思

い
や
る
。
こ
れ
が
本
来
の
医
療

人
の
あ
り
方
、
医
療
の
原
点
な

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　

加
藤　

阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
た

だ
、
あ
の
頃
と
比
べ
る
と
、
熊

本
地
震
で
は
被
災
者
へ
の
口
腔

ケ
ア
を
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
い

て
、
誤
嚥
性
肺
炎
は
劇
的
に
減

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
阪
神
・
淡
路
の
と
き
は
、

震
災
関
連
死
の
４
分
の
１
が
肺

炎
で
し
た
。
寒
い
季
節
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
災
害

時
の
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

村
本　

リ
ハ
セ
ン
タ
ー
ひ
ば

り
で
は
、
被
災
の
中
、
半
分
以

下
の
職
員
し
か
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
な
か
で
も
、
入
居
者
へ

の
口
腔
ケ
ア
に
し
っ
か
り
対
応

で
き
た
の
で
、
誤
嚥
性
肺
炎
が

出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
点
は

達
成
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
と
そ
の
後
の
経
験
を
通

（
７
面
に
つ
づ
く
）

インタビューを終えて、皆で記念撮影。前列が村本奈穂
氏、後列右から田村尚子先生、山口彩子先生、広川恵一
先生、加藤擁一先生、二胡奏者の劉揚氏、同マネージャ
ーの司馬君子氏（2016年12月25日、リハセンターひばり
にて）

インタビュー前には、リハセンタ
ーひばり入居者に対する、二胡奏
者・劉揚氏（左）による演奏会が
行われ、入居者は二胡の調べに聴
きいった

ＤｅｆＬ ＤｅｆＬ デフエルデフエル

保険医年金保険医年金
休業保障制度休業保障制度

グループ保険グループ保険団体定期
生命保険 

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり

■ 過去７年の平均配当率46％
■ 最長75歳まで保障
■ いつでも増額･減額OK

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

傷病時の休業に備えて
非営利の共済が有利です

受付期間はお問い合せください

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用に

協会の積立年金
従業員も加入ＯＫ！

自在性が魅力！ １口単位で解約・
中断・再開が可能

個人年金保険料控除がとれる個人
年金型と自在性の一般型

今年の配当金は48％！
３月27日にご指定口座へ
送金します。

―保険医協会の共済制度がお勧めです！―

割安掛金が満期まで上がりません
脱退一時金、弔慰金給付あり

な
り
ま
し
た
。

昨
日
や
っ
と
ト

ン
ネ
ル
が
開
通

し
、
少
し
ず
つ

日
常
生
活
に
戻

っ
て
い
け
る
の

か
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

加
藤　

大
変

な
状
況
で
す
ね

…
。
山
口
先
生

は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

山
口　

私
は

こ
の
南
阿
蘇
村

に
住
ん
で
い

て
、
村
の
西
側

に
あ
る
菊
陽
町

じ
て
、
普
段
か
ら
の
医
科
・
歯

科
連
携
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
歯
科
衛
生
士
が
も
っ

と
、
そ
の
連
携
や
介
護
・
福
祉

の
現
場
で
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
気
づ

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
も
っ
と
身
体
全
体

を
知
り
、
他
職
種
の
仕
事
を
知

る
こ
と
、
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
歯

科
衛
生
士
は
義
歯
の
磨
き
方
は

分
か
り
ま
す
が
、
脳
梗
塞
で
半

身
麻
痺
の
方
の
義
歯
が
清
掃
不

良
と
な
っ
て
い
る
場
合
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
作
業
療
法
士
の
得

意
分
野
で
す
。

　

今
は
週
に
２
回
ほ
ど
、
熊
本

市
内
ま
で
勉
強
に
行
く
時
間
を

作
っ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
こ

の
施
設
の
仲
間
で
あ
る
、
理
学

療
法
士
や
介
護
士
の
方
も
一
緒

に
参
加
し
て
く
れ
る
な
ど
、
少

し
ず
つ
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
一
緒
に
車
に
乗
っ
て
し
ゃ

べ
り
な
が
ら
、
山
を
越
え
て
勉

強
会
に
行
く
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
医
療

・
介
護
連
携
で
は
な
い
か
な
と

思
い
始
め
て
い
ま
す
。

　

広
川　

職
種
の
間
に
し
き
り

を
設
け
ず
、
つ
な
が
り
を
広
げ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

村
本　

は
い
。
こ
れ
ま
で
つ

な
が
り
の
な
か
っ
た
地
域
の
歯

科
医
師
の
先
生
方
に
も
勇
気
を

出
し
て
、「
当
施
設
で
勉
強
会

を
し
ま
す
」
と
メ
ー
ル
を
お
送

り
し
、
来
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。
そ
う
し
て
顔
が
見
え
る
関

係
を
築
け
た
こ
と
で
、
利
用
者

さ
ん
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と

き
に
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師

の
先
生
に
一
本
電
話
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

地震を通じ特別インタビュー特別インタビュー
熊本地震　南阿蘇村の現状熊本地震　南阿蘇村の現状
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の
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づ
き
）

菊池郡・菊陽病院　歯科医師

山口 彩子先生
【やまぐち　さいこ】2004年九州大学歯学
部卒業、福岡医療団千鳥橋病院附属歯科診
療所研修、倉敷医療生協水島歯科診療所研
修、現在は熊本にて芳和会菊陽病院歯科診
療部長

南阿蘇村・リハセンターひばり　歯科衛生士

村本 奈穂氏
【むらもと　なほ】1982年熊本県阿蘇郡長
陽村（現南阿蘇村）生まれ。2003年熊本歯
科衛生士専門学院卒業。熊本県大津町役場
健康福祉課・地域包括支援センター、福岡
県・吉川歯科医院、熊本県伊東歯科口腔病
院、南阿蘇村・あい歯科クリニック勤務を
経て、16年４月より現職

南阿蘇村・さくら歯科院長　歯科医師

田村 尚子先生
【たむら　なおこ】1962年熊本県阿蘇郡生
まれ。九州歯科大学卒業。2007年南阿蘇村
にさくら歯科開業、現在に至る

　

こ
ん
な
こ
と
も
、
地
震
が
な

か
っ
た
ら
、
勇
気
が
な
く
て
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地

震
で
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
、
地

震
を
き
っ
か
け
と
し
た
人
の
出

会
い
を
大
切
に
し
て
、
皆
で
力

を
あ
わ
せ
て
よ
り
よ
い
社
会
に

し
て
い
く
た
め
に
、
自
分
が
心

に
明
か
り
を
灯
す
こ
と
で
隣
も

灯
し
て
い
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
ず

つ
皆
が
明
る
い
村
に
な
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

加
藤　

震
災
そ
れ
自
体
は
大

変
不
幸
な
こ
と
で
す
が
、
そ
こ

で
得
ら
れ
た
も
の
は
貴
重
な
も

の
だ
っ
た
と
、
私
の
経
験
を
思

い
返
し
て
も
そ
う
感
じ
ま
す
。

っ
た
人
が
、
全
国
か
ら
い
た
だ

い
た
物
資
を
持
っ
て
い
く
と
、

元
気
が
出
る
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、「
歯
科
検
診
」

と
い
う
と
、
皆
さ
ん
構
え
て
し

ま
い
ま
す
が
、
口
は
食
べ
て
、

笑
い
、
し
ゃ
べ
る
と
こ
ろ
で

す
。
た
だ
集
ま
っ
て
し
ゃ
べ
っ

て
も
ら
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
、
乳
幼
児
健
診
の

仕
事
を
し
て
い
た
と
き
に
知
り

合
っ
た
助
産
師
さ
ん
が
フ
ル
ー

ト
の
演
奏
を
さ
れ
る
の
で
、
フ

ル
ー
ト
の
演
奏
会
と
、
全
国
か

ら
の
歯
ブ
ラ
シ
を
配
る
と
い
う

こ
と
で
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
す
る
と
、
皆
さ
ん
３
時
間

く
ら
い
話
を
さ
れ
て
帰
ら
れ
な

い
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
き
っ

か
け
作
り
に
、
歯
科
は
ま
だ
ま

だ
役
に
立
て
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

入
居
者
の
方
か
ら
は
い
ろ
い

ろ
な
お
話
を
聞
き
ま
す
。
高
齢

の
ご
夫
婦
が
多
く
、
中
に
は
非

常
に
深
刻
な
悩
み
を
持
た
れ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
じ
っ

く
り
と
話
を
聞
い
て
、
電
話
番

号
を
渡
し
「
何
か
あ
れ
ば
連
絡

し
て
」
と
伝
え
る
と
、
す
ご
く

元
気
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。「
自
分
を
気
に
し

て
く
れ
て
い
る
」
と
思
う
だ
け

で
、
少
し
は
意
味
が
あ
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
川　

歯
ブ
ラ
シ
一
本
を
き

っ
か
け
に
地
域
に
か
か
わ
る
の

は
す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。
住
民

の
方
々
が
抱
え
て
い
る
課
題
は

震
災
が
原
因
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

　

村
本　

長
陽
地
区
で
は
大
学

が
近
い
と
い
う
こ
と
で
多
く
の

方
が
ア
パ
ー
ト
経
営
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
多
く
の
ア
パ
ー

ト
は
地
震
で
壊
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
学
も
撤
退
す
る
こ
と

に
な
り
、
戻
っ
て
く
る
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
南
阿
蘇
鉄

道
も
止
ま
っ
て
い
て
、
通
学
が

必
要
な
子
ど
も
が
い
る
若
い
世

代
は
、
熊
本
市
内
に
引
っ
越
し

て
し
ま
い
、
老
夫
婦
だ
け
が
残

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
と
も

と
の
問
題
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
一
気
に
財
産
を
失
い
、

収
入
源
も
生
き
が
い
も
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

　

加
藤　

神
戸
で
は
、
多
く
の

仮
設
住
宅
で
、
孤
独
死
を
多
数

生
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
医
療

関
係
者
は
、
住
民
の
方
々
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
で

す
。
生
活
の
場
が
仮
設
に
な

り
、
あ
と
何
年
か
で
復
興
住
宅

に
と
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
が
、
村
本
さ
ん
が
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
こ
と
が
本
当
に
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

山
口　

震
災
直
後
と
数
カ
月

後
、
さ
ら
に
半
年
後
、
１
年
後

と
段
階
を
経
て
、
ま
た
新
た
な

問
題
が
出
て
く
る
ん
で
し
ょ
う

ね
。
支
援
は
地
震
直
後
に
集
中

し
ま
す
が
、
道
路
が
寸
断
し
た

こ
と
で
、
高
齢
者
施
設
や
医
療

機
関
の
職
員
が
大
量
に
離
職
し

て
し
ま
っ
た
り
、
人
が
入
れ
替

わ
っ
た
り
と
、
影
響
が
段
階
的

に
出
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
熊
本
は
大
し
た
こ
と

が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
、「
危
険
」
と
判
定
さ
れ
た

建
物
の
数
は
東
日
本
大
震
災
よ

り
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
生
活

再
建
の
困
難
さ
が
顕
著
に
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

広
川　

倒
壊
し
た
建
物
の
瓦

礫
の
処
理
も
ま
だ
ま
だ
進
ん
で

い
な
く
て
、
見
か
け
は
何
も
な

い
よ
う
に
見
え
て
も
、
傾
い
て

い
る
、
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
な

ど
被
害
を
受
け
て
い
る
建
物
も

多
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　

村
本　

私
の
実
家
も
、
お
風

呂
に
穴
が
空
い
た
り
、
壁
の
タ

イ
ル
が
落
ち
た
り
し
て
い
ま
す

が
そ
の
ま
ま
で
す
。
業
者
の
方

も
忙
し
く
、
一
部
損
壊
の
家
で

は
応
急
処
置
だ
け
で
暮
ら
し
て

い
る
人
が
多
い
で
す
が
、
じ
わ

じ
わ
と
辛
さ
が
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

　

加
藤　

一
部
損
壊
と
い
っ
て

も
、
生
活
に
不
便
が
生
じ
る
よ

う
な
状
況
で
、
ほ
と
ん
ど
補
償

が
な
い
こ
と
は
問
題
で
す
ね
。

　

加
藤　

保
団
連
も
全
国
の
方

々
と
一
緒
に
運
動
し
て
い
き
ま

す
。
被
災
者
は
少
な
く
と
も
仮

設
住
宅
を
出
る
ま
で
は
免
除
に

す
る
な
ど
、
制
度
を
改
善
す
べ

き
で
す
。

日
常
的
な
医
科
・
歯
科
連
携
の
重
要
性
を
実
感

日
常
的
な
医
科
・
歯
科
連
携
の
重
要
性
を
実
感

歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
仮
設
住
宅
を
訪
問

歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
仮
設
住
宅
を
訪
問

　

加
藤　

村
本
さ
ん
は
い
か
が

で
す
か
。

　

村
本　

ま
ず
、
地
震
直
後
の

お
話
か
ら
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

私
は
４
月
１
日
か
ら
こ
の
施
設

に
入
職
し
ま
し
た
が
、
地
震
直

後
は
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
こ

こ
に
来
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当

施
設
の
母
体
で
あ
る
阿
蘇
市
の

大
阿
蘇
病
院
に
行
き
ま
し
た
。

大
阿
蘇
病
院
に
は
歯
科
衛
生
士

は
お
ら
ず
、
看
護
師
・
介
護
士

の
方
々
が
、
患
者
さ
ん
の
排
泄

処
理
後
、
口
腔
ケ
ア
を
必
死
で

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

消
防
団
や
地
区
の
炊
き
出
し
な

ど
を
し
な
が
ら
、
夜
勤
も
さ
れ

て
い
る
と
い
う
大
変
過
酷
な
状

況
で
し
た
。「
私
は
歯
科
衛
生

士
な
の
で
、
口
腔
ケ
ア
は
残
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
と
伝

え
、
一
日
中
口
腔
ケ
ア
に
駆
け

回
り
ま
し
た
。
初
め
て
お
会
い

す
る
方
々
ば
か
り
で
、
普
段
な

ら
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
被
災
者
と
い
う
連
帯
意
識

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
す
ご

く
勇
気
が
わ
い
た
ん
で
す
。

　

こ
の
と
き
、
看
護
師
長
さ
ん

が
朝
礼
で
言
わ
れ
た
言
葉
が
非

常
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
人
が
来
て
い
る

間
、
皆
さ
ん
は
少
し
休
み
ま
し

ょ
う
」「
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
き
つ
い
と
き
は
手
を

あ
げ
て
隠
れ
て
寝
て
い
い
で

す
。
あ
な
た
た
ち
が
大
事
」

と
、
気
遣
っ
た
言
葉
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
余

震
が
毎
日
続
く
な
か
で
、
初
対

面
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
と
も

「
明
日
も
生
き
て
仕
事
を
し
よ

　

加
藤　

被
災
者
の
生
活
は
今

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
昨
日
、
熊
本
市
内
で
本
庄

弘
次
先
生
（
熊
本
協
会
常
任
理

事
、
本
庄
内
科
病
院
院
長
）
や

板
井
八
重
子
先
生
（
熊
本
協
会

副
会
長
、
く
す
の
き
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）、
吉
良
直
子
先
生

（
熊
本
市
中
央
区
役
所
・
歯
科

医
師
）
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

病
気
に
た
と
え
れ
ば
、「
急
性

期
」
は
脱
し
た
が
、「
慢
性

期
」
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
県
内
の

避
難
所
も
11
月
末
で
全
て
閉
鎖

さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

山
口　

私
は
精
神
病
院
に
勤

務
す
る
歯
科
医
師
で
す
の
で
、

患
者
さ
ん
の
状
況
に
つ
い
て
直

接
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
震
災

後
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方

が
悪
化
し
た
り
、
状
態
が
悪
化

し
て
入
院
す
る
と
い
う
方
が
お

ら
れ
る
と
聞
き
ま
す
。

　

村
内
で
は
、
８
〜
９
月
頃
か

ら
、
避
難
所
に
い
た
方
が
仮
設

住
宅
に
移
り
ま
し
た
。
仮
設
で

の
く
ら
し
・
健
康
状
況
な
ど
が

課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
村

本
さ
ん
は
、
そ
こ
で
大
活
躍
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
。

　

村
本　

あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
全
国
の
皆
さ
ん
が
歯
ブ
ラ

シ
を
絶
え
間
な
く
送
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
そ
の
歯
ブ
ラ
シ
を

持
っ
て
、「
全
国
か
ら
届
い
た

も
の
で
す
よ
」
と
仮
設
住
宅
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
一

番
被
害
の
ひ
ど
い
長
陽
地
区
が

私
の
出
身
地
で
、
２
年
ほ
ど
そ

の
地
域
の
歯
科
医
院
に
い
た
の

で
、
治
療
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

し
て
い
た
患
者
さ
ま
が
多
く
、

リ
ス
ク
部
位
な
ど
口
の
中
の
状

態
が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

住
ん
で
い
る
方
の
ほ
と
ん
ど
が

知
り
合
い
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
。
知

窓
口
負
担
免
除
ぜ
ひ
延
長
を

窓
口
負
担
免
除
ぜ
ひ
延
長
を

普
段
の
診
療
・
連
携
か
ら
災
害
時
に
備
え
る

普
段
の
診
療
・
連
携
か
ら
災
害
時
に
備
え
る

　

加
藤　

患
者
さ
ん
の
窓
口
負

担
の
問
題
が
気
に
な
り
ま
す
。

免
除
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
受

診
を
中
断
す
る
患
者
さ
ん
が
出

て
き
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

山
口　

窓
口
負
担
免
除
措
置

は
10
月
末
で
一
区
切
り
と
な

り
、
11
月
以
降
は
免
除
証
明
書

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

期
限
は
２
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
初
５
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
た
の
が
、
10
月
末
、

２
月
末
と
少
し
ず
つ
伸
び
て
い

ま
す
。

　

加
藤　

運
動
で
少
し
ず
つ
延

長
さ
せ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

田
村　

ぜ
ひ
、
免
除
措
置
の

延
長
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

患
者
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
お

仕
事
が
な
い
方
が
多
い
ん
で

す
。
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
、
倒

壊
し
た
家
の
取
り
壊
し
の
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
に
行
か
れ
て
い
ま

す
が
、
定
職
が
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。
仕
事
の
合
間
に
歯
の
治

療
に
来
ら
れ
、「
定
職
が
決
ま

っ
た
ら
き
ち
ん
と
治
療
を
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
や
は
り
治
療
時

の
窓
口
負
担
は
重
い
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、
延
長
の
た
め
保

険
医
協
会
に
は
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

加
藤　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
本　

超
高
齢
社
会
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
、
地
震
の
経
験

を
通
じ
、
介
護
施
設
に
い
て
痛

感
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
在
宅

で
過
ご
す
方
が
増
え
て
い
く
な

か
で
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
ど

う
役
割
を
果
た
せ
る
か
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
が
「
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
状
態
）」
だ
と
思
い
ま

す
。
栄
養
が
と
れ
な
い
と
い
う

状
態
に
、
社
会
的
背
景
も
重
な

り
、
患
者
さ
ん
の
状
態
が
悪
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
こ
で

止
め
ら
れ
る
の
か
、
地
域
で
連

携
し
、
も
っ
と
人
と
つ
な
が
っ

て
い
き
、
も
っ
と
自
分
も
研
鑽

を
積
み
、
一
つ
ず
つ
社
会
が
よ

く
な
っ
た
ら
い
い
な
と
願
い
ま

す
。

　

山
口　

村
本
さ
ん
と
全
く
同

じ
思
い
で
す
。
地
震
を
通
じ
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
平
常
時
に
で
き
て

い
な
い
こ
と
は
災
害
時
に
発
揮

で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、
自

分
の
病
院
で
の
安
全
管
理
や
地

域
へ
の
関
わ
り
を
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
一
村
民
と
し
て

も
、
村
の
医
療
・
介
護
の
整
備

が
必
要
と
い
う
こ
と
を
、
き
ち

ん
と
村
に
申
し
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

田
村　

今
日
、
村
本
さ
ん
の

お
話
を
お
伺
い
し
、
こ
ん
な
情

熱
を
持
た
れ
て
い
る
歯
科
衛
生

士
さ
ん
が
村
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
を
誇
り
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
山
口
先
生
が
仰
っ
て

い
る
災
害
時
の
備
え
の
大
切
さ

を
本
当
に
感
じ
て
い
ま
す
。
地

震
後
に
診
療
を
再
開
し
た
と

き
、
機
械
も
壊
れ
、
消
毒
と
痛

み
止
め
等
の
薬
を
出
す
こ
と
く

ら
い
し
か
で
き
な
い
状
態
で
し

た
が
、「
先
生
の
顔
を
見
れ
て

よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

る
患
者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
通
じ
、
地
域
密
着
型
の
開
業

歯
科
医
と
し
て
、
災
害
時
に
普

段
と
同
じ
よ
う
に
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
が
ど
ん
な
大
切
か
を

感
じ
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
も

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

加
藤　

医
療
機
関
が
あ
る
こ

と
が
住
民
の
励
み
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
私
も
体
験
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
川　

大
き
な
災
害
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
か
び
上

が
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
日

の
お
話
で
も
あ
ら
た
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
兵
庫

協
会
も
先
生
方
か
ら
お
聞
き
し

た
こ
と
を
、
自
分
た
ち
の
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙面で見る阪神・淡路大震災と

災害で現れる災害で現れる
阪神・淡路でのアスベスト
曝露による今後の被害を訴
える上田先生（右）　　　

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
飛
散

し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
甚
大
な

健
康
被
害
と
今
後
の
対
策
を
考
え

よ
う
と
、
協
会
も
参
加
す
る
「
災

害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
―
阪
神
淡
路
30

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
１
月
12

日
、
中
央
区
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。
研
究
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ

ス
ト
」
の
上
田
進
久
医
師
（
協
会

環
境
・
公
害
対
策
部
員
）
ら
が
登

壇
し
、
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け

る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
実
態
」
と

題
し
て
講
演
し
た
上
田
先
生
は
、

震
災
当
時
倒
壊
し
た
建
物
に
は
発

白
石
綿
の
み
を
測
定
し
て
お
り
、

毒
性
の
強
い
青
石
綿
が
含
ま
れ
て

い
な
い
。
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
し

て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
関
連
の
石
綿
労
災

の
認
定
が
相
次
ぐ
中
で
、
上
田
氏

は
「
被
害
者
は
水
面
下
で
拡
大
し

て
い
る
。
肺
が
ん
検
診
が
不
可
欠

で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

中
地
重
晴
氏
（
熊
本
学
園
大
学

教
授
）
は
、
行
政
に
よ
る
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
が
本
格
化
し
た
の
は
２

０
０
５
年
の
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
後

で
あ
り
、
阪
神
・
淡
路
に
よ
る
健

康
被
害
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
こ

と
、
能
登
半
島
地
震
で
も
解
体
現

場
の
飛
散
対
策
に
課
題
が
あ
る
こ

と
等
を
指
摘
し
た
。

　

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
の
宮

本
憲
一
先
生
は
、
欧
米
で
危
険
性

が
明
ら
か
に
な
り
使
用
が
激
減
す

る
80
年
代
に
も
日
本
は
ア
ス
ベ
ス

ト
の
使
用
を
続
け
て
い
た
と
、
日

本
の
石
綿
対
策
の
問
題
点
を
指

摘
。
国
の
災
害
対
策
に
お
け
る
ア

ス
ベ
ス
ト
の
位
置
づ
け
の
低
さ

や
、
廃
棄
物
処
理
で
溶
解
処
理
量

は
10
％
に
満
た
ず
、
埋
め
立
て
処

分
に
よ
る
土
壌
汚
染
の
可
能
性
が

あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
や
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
で
活
動
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

南
慎
二
郎
氏
（
立
命
館
大
学
講

師
）
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
危
険
性
認

識
、
被
災
地
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
の
実
行
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

神
戸
大
学
の
原
口
剛
准
教
授
は

阪
神
淡
路
後
の
ガ
レ
キ
処
理
の
労

働
者
と
生
活
者
の
実
態
を
紹
介
。

　

ま
た
、
胸
膜
中
皮
腫
患
者
の
被

災
者
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
調

査
す
る
大
学
生
か
ら
も
発
言
が
あ

っ
た
。

が
ん
性
の
強
い
青
石
綿
や

茶
石
綿
が
高
濃
度
に
吹
き

付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
解

体
時
の
飛
散
防
止
対
策
・

環
境
防
護
対
策
は
不
十
分

だ
っ
た
と
指
摘
。
環
境
庁

は
当
時
、
市
内
の
「
石
綿

濃
度
」
を
調
査
・
公
表
し

て
い
る
が
、「
デ
ー
タ
は

今
後
の
健
康
被
害
に
対
し

検
診
が
不
可
欠

災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
阪
神
・
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

震
災
か
ら
20
年
が
迫
り
、
新
た
に
起

こ
っ
て
き
た
の
が
「
借
り
上
げ
復
興
住

宅
」
か
ら
の
入
居
者
の
追
い
出
し
問
題

だ
っ
た
。
自
治
体
が
民
間
住
宅
を
借
り

上
げ
、
被
災
者
に
提
供
し
て
き
た
「
借

り
上
げ
復
興
住
宅
」。
20
年
間
を
年
限

と
し
て
、
高
齢
を
迎
え
た
入
居
者
た
ち

が
退
去
を
迫
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
協
会
は
「
高
齢
入
居

者
が
住
み
慣
れ
た
住
居
を
離
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
認
知
機
能
や
精
神
の
安
定
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
」
と
健
康

リ
ス
ク
を
指
摘
。
住
民
の
健
康
相
談
な

ど
に
協
力
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
、
数
多
く
の
自
然
災
害
が
日
本
各
地
で
起
こ
っ
て

い
る
。

　

兵
庫
協
会
は
、
各
地
で
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、
阪
神
・
淡
路
の
経
験
を
活

か
し
、
被
災
者
の
命
・
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

発
災
直
後
に
は
役
員
・
事
務
局
が
被
災
地
を
訪
れ
、
保
団
連
と
共
に
地
元
協

会
に
協
力
し
、
医
療
支
援
や
会
員
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
窓
口
負
担

の
全
被
災
者
に
対
す
る
免
除
措
置
や
被
災
医
療
機
関
へ
の
公
的
助
成
、
診
療
報

酬
の
概
算
請
求
の
実
施
を
求
め
要
請
す
る
な
ど
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験

や
教
訓
を
活
か
す
べ
く
全
力
を
あ
げ
た
。

　

震
災
直
後
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
も
各
被
災
地
へ
の
訪
問
活
動
を
継
続
し
、

地
域
の
医
療
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
の
交
流
・
連
帯
を
つ
づ
け
て
い

る
。
ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、
原
発
問
題
も
重
点
と
し
、
原
発
の

危
険
性
・
問
題
点
を
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
原
発
ゼ
ロ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
転
換
を
求
め
、
国
・
自
治
体
・
電
力
会
社
に
活
発
な
要
請
を
続
け
て
い
る
。

　

入
居
者
や
支
援
者
の
声
を
受
け
、
多

く
の
自
治
体
が
希
望
者
全
員
の
継
続
入

居
を
認
め
た
。
神
戸
市
に
は
Ｕ
Ｒ
住
宅

の
一
部
を
買
い
取
ら
せ
、
５
５
０
世
帯

あ
ま
り
の
継
続
入
居
を
勝
ち
取
り
、
県

に
は
医
師
を
含
む
第
三
者
に
よ
る
「
判

定
委
員
会
」
で
継
続
入
居
の
可
否
を
検

討
す
る
弾
力
的
運
用
を
認
め
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
神
戸
市
・
西
宮
市
は
、
年

齢
等
で
入
居
者
を
線
引
き
し
、
一
部
入

居
者
を
提
訴
し
て
退
去
を
迫
っ
た
た

め
、
支
援
団
体
と
と
も
に
、
協
会
は
入

居
の
継
続
を
求
め
、
取
り
組
み
を
進
め

た
。

　被災地では、大量の建物が倒壊し、その解体作業による多量の
アスベストが飛散したことが明らかになっている。当時、防塵マ
スクもつけずに、多量の粉塵が舞う中で、多くの住民が暮らし、
作業員やボランティアが活動していた。アスベスト関連疾患の潜
伏期は30年～最長70年とされており、被害のピークはこれからで
あることが予想される。ハイリスクの人たちには、積極的に肺が
ん検診を受けるよう呼びかけることが大切である。

20年期限で

東日本大震災・熊本地震・能登半島地震…各地で起こる災害東日本大震災・熊本地震・能登半島地震…各地で起こる災害
被害はこれから

借り上げ復興住宅からの被災者追い出しに反対借り上げ復興住宅からの被災者追い出しに反対

現地を訪れ経験伝える現地を訪れ経験伝える震災でのアスベスト曝露震災でのアスベスト曝露

　

（
１
面
つ
づ
き
）
阪
神

・
淡
路
大
震
災
21
年
に
関

連
し
て
各
地
で
行
わ
れ
た

行
事
と
、
昨
年
末
に
行
わ

れ
た
借
り
上
げ
復
興
住
宅

問
題
記
者
会
見
の
模
様
を

掲
載
す
る
。

自
治
体
が
民
間
開
発
事
業
者

や
都
市
再
生
機
構
な
ど
か
ら
借

り
て
、
被
災
者
に
提
供
し
て
き

た
「
借
り
上
げ
復
興
住
宅
」
の

住
民
が
、
20
年
を
年
限
と
し
て

退
去
を
迫
ら
れ
て
い
る
問
題
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

県
が
継
続
入
居
の
可
否
判
定

結
果
を
12
月
19
日
か
ら
通
知
し

た
こ
と
に
対
し
、
協
会
は
借
上

復
興
住
宅
弁
護
団
の
要
請
を
受

け
、
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
と
と
も
に
、
県
営
・
市
営

14
団
地
の
入
居
者
を
対
象
と
し

て
、
１
月
18
日
か
ら
、
７
回
の

無
料
健
康
相
談
・
法
律
相
談
会

外
部
委
員
会
が
個
別
事
情
を
判

定
す
る
と
し
、
入
居
者
１
４
１

世
帯
の
う
ち
、
継
続
入
居
を
申

請
し
た
87
世
帯
に
つ
い
て
85
世

帯
を
「
継
続
入
居
可
」
と
し
た

と
発
表
。

た
だ
し
、
弁
護
団
は
、
申
請

を
あ
き
ら
め
た
入
居
者
が
い
る

可
能
性
や
、
煩
雑
な
書
類
収
集

・
作
成
負
担
が
原
因
で
、
健
康

を
開
催
す
る
こ
と

を
、
12
月
16
日
に
県

庁
記
者
ク
ラ
ブ
で
発

表
し
た
。
協
会
か
ら

武
村
義
人
副
理
事
長

が
参
加
し
た
。

入
居
を
継
続
で
き

る
か
の
判
定
に
つ
い

て
、
県
当
局
は
、
年

齢
や
要
介
護
状
態
な

ど
の
配
慮
要
件
を
入

居
者
全
員
か
ら
自
主

申
告
さ
せ
た
上
で
、

に
問
題
が
あ
っ
て
も
継
続
不
可

と
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と

み
て
お
り
、
判
定
へ
の
不
服
申

請
が
可
能
な
期
間
に
医
師
・
看

護
師
、
弁
護
士
が
援
助
す
る
健

康
・
法
律
相
談
会
を
行
う
。

会
見
で
武
村
副
理
事
長
は
、

入
居
判
定
要
件
と
さ
れ
る
要
介

護
度
は
実
態
よ
り
軽
く
判
定
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
認
知

症
の
判
定
な
ど
は
特
に
継
続
的

観
察
が
必
要
で
難
し
い
こ
と
、

高
齢
者
が
意
に
反
し
て
転
居
を

強
要
さ
れ
た
場
合
心
理
的
・
身

体
的
負
担
が
非
常
に
大
き
い
こ

と
を
あ
げ
、
入
居
者
を
守
る
き

め
細
や
か
な
相
談
体
制
が
必
要

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

相
談
会
は
、
１
月
18
日
か
ら

31
日
に
か
け
て
、
神
戸
市
内
・

明
石
市
内
で
開
催
さ
れ
る
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―
393
―

１
８
０
１
ま
で

記者会見する武村副理事長（左端）ら

阪神・淡路大震災から21年　　 

震災は終わっていない
借り上げ復興住宅問題で
無料健康・法律相談会　

１月18日から７回

〈市民追悼のつどい〉

真の復興実現まで
追悼つづける

巨大再開発で　　
にぎわい戻らない

〈長田メモリアルウォーク〉

〈
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
―
東
日
本
大
震
災
被
災
者
に
想
い
を
寄
せ
て
〉

住
民
本
位
の
復
興

　
必
ず
実
現
を

福
島
県
浪
江
町
長
が
記
念
講
演

風
化
さ
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
原
発
事
故

税金・融資のご相談は☎078－393－1817へ。 保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。（朝９時30分から)

発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）
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３
月
11
日
に
三
陸
沖
を
震
源
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）

は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
世
界
的

に
も
最
大
級
の
巨
大
地
震
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
東
北
の
太
平
洋
岸
各
地
を
巨
大
津
波
が
襲

い
、
さ
ら
に
は
福
島
原
発
の
建
屋
が
爆
発
す
る

な
ど
、
被
害
が
幾
重
に
も
複
合
す
る
大
災
害
と

な
っ
た
。
３
月
23
日
時
点
で
、
死
者
９
３
０
１

人
、
行
方
不
明
者
１
万
３
７
８
６
人
、
避
難
者

は
26
万
４
０
６
４
人
に
及
ん
で
い
る
。
兵
庫
県

保
険
医
協
会
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し

た
協
会
と
し
て
、
震
災
直
後
の
12
日
の
理
事
会

で
当
面
の
支
援
策
な
ど
を
た
だ
ち
に
確
認
。
16

日
に
は
池
内
春
樹
理
事
長
を
本
部
長
と
す
る
対

策
本
部
会
議
を
開
催
し
、
支
援
の
具
体
化
な
ど

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

憲
勇
・
保
団
連
会
長
と
共
に
、

医
薬
品
と
見
舞
金
を
届
け
、
各

協
会
の
被
災
状
況
の
把
握
に
努

め
た
。

　

協
会
は
15
日
、
保
団
連
に
寄

せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
被
災

地
協
会
の
状
況
レ
ポ
ー
ト
を
全

会
員
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
。
続

報
の
震
災
情
報
は
、
ブ
ロ
グ

　

地
震
翌
日
12
日
の
協
会
理
事

会
は
、
①
情
報
収
集
と
救
援
活

動
、
②
被
災
し
た
協
会
へ
の
義

援
金
支
出
、
③
協
会
会
員
へ
の

募
金
呼
び
か
け
、
④
協
会
事
務

局
員
の
派
遣―

を
確
認
し
た
。

　

理
事
会
確
認
を
受
け
、
16
日

か
ら
小
川
昭
事
務
局
次
長
と
吉

永
大
輔
事
務
局
員
が
、
大
阪
歯

科
協
会
の
西
野
賢
治
事
務
局
員

と
と
も
に
被
災
地
入
り
。
住
江

「
兵
庫
県
保
険
医
協
会　

東
日

本
大
震
災
情
報
」
に
随
時
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
兵
庫
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.hhk.

jp/

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

協
会
の
要
請
書
は
、「
津
波

に
襲
わ
れ
た
家
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
一
体
誰
が
確
認
で
き

る
の
か
」
と
指
摘
。
そ
の
上

で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

「
厚
生
省
（
当
時
）
が
最
初
に

出
し
た
１
９
９
５
年
１
月
20
日

・
厚
労
省
や
兵
庫
選
出
国
会
議

員
ら
に
送
付
。
す
べ
て
の
被
災

者
が
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
国
は
災
害
救
助

法
を
適
用
し
医
療
費
の
一
部
負

担
金
免
除
を
た
だ
ち
に
実
施
す

る
よ
う
求
め
た
。

付
け
通
知
は
今
回
と
ま
っ
た
く

同
じ
内
容
」
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
に
「『
社
保
』
で
は
『
市
町

村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
場

合
』
を
追
加
、『
国
保
』
の
場

合
は
、『
世
帯
主
又
は
組
合
員

が
業
務
を
廃
止
又
は
休
止
し
た

者
』『
失
職
し
、
現
在
収
入
が

無
い
者
』『
そ
の
他
上
記
の
各

号
に
準
ず
る
者
』
と
さ
れ
、

『
老
人
』
で
は
さ
ら
に
『
一
部

負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る

者
』
が
追
加
さ
れ
」
た
と
し

て
、
一
部
負
担
金
免
除
の
範
囲

が
広
く
追
認
さ
れ
た
教
訓
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
政

府
・
厚
労
省
は
15
日
、
被
災
者

の
医
療
費
一
部
負
担
金
に
つ
い

て
５
月
末
ま
で
「
猶
予
す
る
」

と
の
事
務
連
絡
を
都
道
府
県
な

ど
に
通
知
し
た
。
通
知
の
「
猶

予
」
と
は
、
実
質
的
に
免
除
を

意
味
す
る
。

　

し
か
し
、
同
通
知
は
対
象
者

を
「
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し

た
」「
主
た
る
生
計
維
持
者
が

死
亡
し
又
は
重
篤
な
傷
病
を
負

っ
た
」
旨
の
申
し
立
て
を
し
た

者
と
し
て
お
り
、「
被
災
者
」

を
狭
く
限
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
猶
予
」
し
た
一
部

負
担
金
に
つ
い
て
は
、
財
源
負

担
を
国
で
は
な
く
保
険
者
に
転

嫁
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
兵
庫
協
会
の
対

策
本
部
は
16
日
、
事
務
連
絡
の

改
善
を
求
め
る
要
請
書
を
政
府

　

16
日
、
東
日
本
大
震
災
に
罹

災
し
た
宮
城
、
岩
手
、
福
島
の

各
協
会
を
激
励
し
、
大
阪
府
保

険
医
協
同
組
合
の
協
力
で
集
め

た
医
薬
品
と
見
舞
金
を
提
供
す

る
た
め
、
東
北
へ
向
か
っ
た
。

　

16
日
（
水
）　

宮
城
協
会

　

北
村
龍
男
・
宮
城
協
会
理
事

長
は
、
津
波
被
害
に
遭
っ
た
地

域
に
訪
問
診
療
を
予
定
し
て
い

た
が
、
地
震
発
生
直
前
、
偶

然
、
別
の
地
域
か
ら
往
診
の
依

頼
を
受
け
て
出
動
し
、
九
死
に

一
生
を
得
た
経
験
を
紹
介
。
医

院
の
目
前
、
海
岸
線
か
ら
６
キ

ロ
地
点
ま
で
民
家
が
丸
ご
と
流

さ
れ
て
来
た
と
き
の
恐
怖
を
語

っ
た
。

　

宮
城
協
会
会
員
で
は
、
気
仙

沼
地
域
の
役
員
１
人
が
依
然
と

し
て
音
信
不
通
。
安
否
確
認
と

現
状
把
握
、
医
療
支
援
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
る
。

　

17
日
（
木
）　

岩
手
協
会

　

箱
石
勝
見
・
岩
手
協
会
会
長

は
「
被
災
後
６
日
経
っ
た
が
、

い
ま
だ
会
員
の
安
否
を
確
認
で

き
な
い
。
沿
岸
部
の
会
員
医
療

機
関
や
自
宅
は
ほ
ぼ
全
滅
で
は

な
い
か
。
避
難
所
な
ど
で
生
存

が
確
認
で
き
た
会
員
も
一
部
い

る
が
、
依
然
、
安
否
の
確
認
に

全
力
を
あ
げ
て
い
る
。
医
院
や

医
療
機
器
の
損
壊
状
況
も
集
約

中
。
電
話
な
ど
の
通
信
手
段
も

沿
岸
部
で
は
全
く
復
旧
し
て
い

な
い
。
県
内
を
移
動
し
た
く
て

も
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
の
で
行
け

な
い
。
約
千
人
の
会
員
の
う
ち

約
１
５
０
人
が
沿
岸
部
。
情
報

集
約
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
」

と
惨
状
を
訴
え
た
。

　

18
日
（
金
）　

福
島
協
会

　

菅
原
浩
哉
・
福
島
協
会
事
務

局
長
は
、「
会
員
の
安
否
確
認

は
始
め
た
ば
か
り
。
ま
だ
何
か

ら
始
め
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
。
電
話
は
不
通
状
態
が
続
い

て
お
り
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
安
否

確
認
し
た
が
、
１
４
７
０
人
の

会
員
の
う
ち
、
回
答
し
た
の
は

18
日
現
在
３
８
６
人
。
南
相
馬

市
は
市
民
が
い
っ
せ
い
に
避
難

し
て
開
業
医
は
い
な
い
状
態
」

と
窮
状
を
訴
え
た
。

　

酒
井
学
・
福
島
協
会
理
事
長

は
、
住
江
会
長
の
訪
問
を
受
け

急
き
ょ
電
話
で
対
談
、
激
励
に

感
謝
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

診
療
所
の
ガ
ス
配
管
が
壊
れ
て

使
え
な
い
こ
と
な
ど
現
状
を
伝

え
た
。

見
舞
金
・
医
薬
品
を
提
供

被
災
会
員
の
支
援
を
約
束

　

住
江
会
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
協

会
に
医
薬
品
と
見
舞
金
を
手
渡

す
と
と
も
に
、
震
災
と
津
波
被

害
に
遭
わ
れ
た
被
災
者
と
医
療

機
関
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を

述
べ
、「
会
員
医
療
機
関
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
診
療
再
開

が
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
ら

せ
て
ほ
し
い
。
保
団
連
は
全
力

で
会
員
医
療
機
関
の
支
援
に
取

り
組
む
。
必
要
な
支
援
は
遠
慮

な
く
要
請
を
」
と
、
連
帯
の
思

い
を
伝
え
た
。

東
日
本
大
震
災

未曾有の複合災害
ただちに支援へ協

会

〝〝
阪
神
阪
神
・・
淡
路
淡
路
〞〞の
教
訓

の
教
訓
、、今
こ
そ

今
こ
そ

住
江
保
団
連
会
長
に

事
務
局
員
が
同
行

　

大
震
災
被
災
地
へ
兵
庫
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
小
川
事
務
局

次
長
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
（
抜
粋
）
を
掲
載
す
る
。

「
会
員
の
安
否
確
認
が
困
難
」

「
沿
岸
部
情
報
集
約
に
全
力
」

被災地の
状況速報

協
会
事
務
局
次
長　
　

小
川　

昭

医
療
費
窓
口
負
担
金
の

全
被
災
者
免
除
を
要
求
「被災者を振る
い分けするな」

協 会

17
日
に
岩
手
協
会
事
務
局
を
訪
問
。

見
舞
金
と
医
薬
品
を
届
け
た
。
右
か

ら
吉
永
事
務
局
員
、
小
川
事
務
局
次

長
、
箱
石
勝
見
・
岩
手
協
会
会
長
、

住
江
憲
勇
・
保
団
連
会
長
、
西
野
・

大
阪
歯
科
協
会
事
務
局
員
、
畠
山
恒

平
・
岩
手
協
会
事
務
局
長

　

す
で
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、

東
日
本
大
震
災
は
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
９
・
０
と
未
曾
有
の
規
模

で
、
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
大
き
な
津
波
を

伴
い
、
美
し
い
三
陸
の
リ
ア
ス

式
海
岸
の
人
々
を
一
瞬
の
内
に

飲
み
込
み
ま
し
た
。
高
台
に
逃

れ
た
人
々
は
50
万
人
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
海
沿
い
の
原
子

力
発
電
所
の
原
子
炉
の
冷
却
が

う
ま
く
い
か
ず
炉
心
溶
融
の
心

配
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
多
く
の

方
々
が
避
難
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直
下

型
と
は
違
う
形
で
、
救
出
や
復

興
に
は
さ
ら
に
大
き
な
援
助
が

必
要
で
す
。
保
団
連
で
は
支
援

本
部
を
立
ち
上
げ
、
医
薬
品
等

を
携
え
て
の
現
地
支
援
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
か
ら

も
、
救
援
隊
が
続
々
現
地
へ
入

っ
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
経
験
し
た
兵
庫
県
か
ら
、

連
帯
と
共
生
の
心
を
込
め
た
援

助
の
手
を
、
被
災
さ
れ
た
医
療

機
関
や
住
民
に
差
し
伸
べ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大震災被災者に
援助の手を　　
理事長　　池内　春樹

　本紙に会員医療機関再建のための「東日本大震
災救援募金」振込用紙を同封していますので、ご
協力ください。同封の用紙以外の場合も口座番号
00910－２－150366　兵庫県保険医協会。「東日本
大震災募金」と明記してください。

　また、19日から広川恵一理事と事務局２人が、
和歌山協会の理事・事務局長と共に被災地入りし
ました。今後、被災地での医療支援ボランティア
が可能な方は、協会事務局（☎078－393－1801）
までご連絡ください。

救援募金、医療ボランティア
にご協力ください 　　　　

発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）
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協
会

熊本地震

医療機能復旧に支援を医療機能復旧に支援を
医療機関に
甚大な被害 熊

本
協
会
を
激
励
・
協
力
を
開
始

熊
本
協
会
の
木
村
孝
文
会
長
（
写
真
上

左
）、
徳
永
俊
英
副
会
長
（
同
右
）
ら

を
、
（
写
真
下
左
か
ら
順
に
）
杉
山

正
隆
保
団
連
理
事
、
兵
庫
協
会
の
広
川

恵
一
顧
問
、
林
功
先
生
、
加
藤
擁
一
副

理
事
長
ら
が
激
励
し
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
な
ど
を
紹
介

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
協
会
と
し
て
経
験
伝
え
支
援
し
よ
う
―
。
４
月
14
日
以
降
に
震

度
７
の
強
い
地
震
が
連
続
し
て
起
こ
り
、
死
者
49
人
、
関
連
死
19
人
な
ど
熊
本
県
を
中
心
に
大

き
な
被
害
が
広
が
っ
て
い
る
。
兵
庫
協
会
は
４
月
23
日
の
理
事
会
で
、
被
災
地
へ
の
役
員
・
事

務
局
員
の
派
遣
な
ど
、
熊
本
協
会
へ
の
協
力
を
確
認
。
４
月
24
日
か
ら
現
地
訪
問
を
開
始
し
、

会
員
医
療
機
関
の
被
災
状
況
確
認
な
ど
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

熊
本

保
団
連

兵
庫
協

長
と
境

し
会
員

た
。
現

掲
載
す

５
月
７
日
・
８
日
に
は
広
川

恵
一
顧
問
・
加
藤
擁
一
副
理
事

長
、
林
功
先
生
（
西
宮
・
芦
屋

支
部
）、
藤
田
誠
治
事
務
局

長
、
石
本
紳
二
・
楠
真
次
郎
事

務
局
次
長
、
山
下
友
宙
事
務
局

員
が
現
地
を
訪
問
。
ま
た
、
杉

山
正
隆
保
団
連
理
事
、
平
田
高

士
京
都
歯
科
協
会
理
事
ら
も
同

行
し
た
。
７
日
に
は
、
熊
本
協

会
の
木
村
孝
文
会
長
ら
と
懇
談

し
、
被
災
状
況
や
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
経
験
な
ど
を
交
流
、

見
舞
金
を
手
渡
し
た
。
西
山
理

事
長
も
電
話
で
木
村
会
長
に
お

見
舞
い
と
継
続
し
た
支
援
を
表

明
し
た
。
８
日
に
は
、
熊
本
市

中
央
区
役
所
を
訪
ね
、
吉
良
直

子
課
長
補
佐
か
ら
状
況
を
う
か

が
い
、
意
見
交
換
し
た
。

４
月

で
、
震

町
や
嘉

西
原
村

美
里
町

し
ま
し

喫
緊
の

り
、
被

の
取
り

も
お
知

被
災

が
混
在

瓦
の
日

パ
ー
ト

ち
、
ビ

ィ
方
式

レポート

理
事
長　
　

西
山

裕
康

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
、

最
大
震
度
７
の
強
い
地
震
が
４

月
14
日
・
16
日
、
熊
本
地
方
を

襲
い
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。

熊
本
県
が
発
表
し
た
人
的
被

害
で
は
、
死
者
49
人
、
関
連
死

17
人
、
避
難
者
２
万
６
千
人
以

上
と
な
っ
て
お
り
（
４
月
末
時

点
）、
消
防
庁
発
表
で
は
被
害

く
大
き
な
余
震
に
、
い
ま
な
お

地
域
住
民
は
怯
え
な
が
ら
不
自

由
な
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
熊
本
協
会

の
会
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
医

療
機
関
が
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
の
健
康
と
命
を

確
認
分
だ
け
で
全
壊
２

１
１
１
棟
、
半
壊
２
４

１
４
棟
、
一
部
損
壊
が

９
５
９
２
棟
あ
り
、
分

類
未
確
定
の
被
害
は
１

万
７
７
４
６
棟
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。
引
き
続

守
っ
て
き
た
医
療
機
関
の
機
能

を
一
刻
も
早
く
復
旧
さ
せ
、
地

域
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す

る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
協
会
で
は
、
震
災
直
後

か
ら
役
員
や
事
務
局
員
を
現
地

に
派
遣
し
、
熊
本
協
会
と
と
も

に
会
員
医
療
機
関
の
訪
問
や
安

否
確
認
、
避
難
所
で
の
相
談
等

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験

し
た
兵
庫
協
会
か
ら
、
連
帯
の

気
持
ち
を
込
め
た
募
金
を
熊
本

協
会
に
届
け
た
く
、
先
生
方
に

ご
協
力

す
。
募

会
に
届

療
機
関

に
向
け

役
立
て

え
て
い

力
を
お

※
本
紙

（
１
口

紙
を
同

ご
協
力

付
：
郵

１
０
―

兵
庫
県

募
金
の
ご
協
力
を

被
災
医
療
機
関
・
地
域
医
療
の
復
興
に

本紙に振込用紙を同封本紙に振込用紙を同封

兵庫県保険医協会

激
し
い
揺
れ
に
よ
っ
て
完
全
に

倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
住
宅
　
　

（
熊
本
県
益
城
町
）
　
　
　
　

５
月
９
日
以
後
も
事
務

局
員
を
派
遣
し
、
被
災
医

療
機
関
の
訪
問
を
行
っ
て

い
る
。

被
災
者
の

窓
口
負
担
免
除
に

政
府
は
４
月
25
日
の
閣

議
で
、
熊
本
地
震
を
激
甚

災
害
に
指
定
し
、
阪
神
・

淡
路
、
東
日
本
大
震
災
と

同
様
に
、
国
保
・
社
保
と

も
に
医
療
費
の
一
部
負
担

金
免
除
を
適
用
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

無料健康・法律相談会に協力した
ことを報じる2016年１月25日付　

東日本大震災直後の対応を報じる
11年３月25日付　　　　　　　　

（右下）熊本地震での現地支援の
模様を伝える2016年５月15日付
（上）震災後の地域医療の課題に
ついてのインタビュー（2017年２
月15日付）

２
０
１
７
年
の
九
州
北
部
豪
雨
後
の
被
災
地
の
状
況
を
聞
い
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
２
０
１
８
年
４
月
25
日
付
）　
　
　
　
　
　

　

能
登
半
島
地
震
で
は
原
発
も
被
害
を
受
け
た
が
、
震
源
地

付
近
の
珠
洲
市
で
は
住
民
の
反
対
運
動
で
原
発
建
設
計
画
が

凍
結
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
経
験
に
つ
い
て
聞
い
た
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
（
２
０
２
４
年
８
月
５
日
付
）

２
０
２
４
年
の
能
登
半
島
地
震
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
２
０
２
４
年
４
月
25
日
付
）　
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前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり
湯 宿 旅湯 宿 旅4141
近江八幡近江八幡

「旅籠 「旅籠 八八
わかつわかつ

…」…」（下）（下）

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

夕
食
は
、
旧
喜
多
邸
の
蔵
を
改

造
さ
れ
た
日
本
料
理
「
溜
ル
」
で

頂
く
。
18
時
か
ら
二
組
の
宿
泊
者

が
横
に
並
ぶ
形
で
カ
ウ
ン
タ
ー
に

着
席
し
ス
タ
ー
ト
。
ラ
イ
ブ
感
に

溢
れ
る
調
理
を
見
て
い
る
時
間
も

楽
し
い
。

11
月
23
日
の
夕
食
の
コ
ー
ス
は

比
叡
山
の
杉
で
作
ら
れ
た
タ
ン
ブ

ラ
ー
に
注
が
れ
た
米
原
の
中
硬
水

か
ら
始
ま
っ
た
。
地
元
の
清
ら
か

　

文
化
部
主
催
の
そ
ば
打
ち
企
画

に
夫
婦
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
年
越
し
そ
ば
を
自
分
で

作
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
、
今
回

で
２
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　

５
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
講
師
の
先
生
が
指
導
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
は
大

人
の
み
で
し
た
が
、
隣
は
小
学
生

　

講
師
の
先
生
の
実
演
の
後
、
リ

レ
ー
方
式
で
全
て
の
工
程
を
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ば
粉
と
水
を
均
一
に
混
ぜ
る

「
水
回
し
」、
生
地
を
ま
と
め
て

コ
シ
を
出
す
「
練
り
」、
生
地
を

伸
ば
す
「
の
し
」、
駒
板
を
使
っ

て
細
か
く
切
る
「
切
り
」
と
、
茹

で
る
ま
で
に
い
く
つ
か
の
コ
ツ
が

あ
り
、
先
生
に
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
難
し
か
っ
た
の
は
水
加
減

で
し
た
。
先
生
は
気
温
や
湿
度
に

よ
っ
て
調
節
す
る
そ
う
で
、
小
さ

じ
一
杯
で
も
仕
上
が
り
に
差
が
出

る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
の
し
、
切
り

と
何
と
か
形
に
な
り
完
成

し
ま
し
た
。
使
い
慣
れ
な

い
包
丁
で
切
っ
た
生
地
は

妻
の
切
っ
た
物
よ
り
も
細

か
く
、
何
だ
か
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
講
師
の
先
生
の

そ
ば
を
試
食
し
、
先
生
が

そ
ば
打
ち
を
始
め
た
き
っ

か
け
な
ど
を
聞
き
ま
し

た
。
話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ

ど
奥
深
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

元
々
う
ど
ん
派
の
私
で
し
た
が
、

今
で
は
関
東
出
身
の
妻
と
同
じ
そ

ば
派
に
転
換
し
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
保
険
医
協
会
の
バ
ス
ツ
ア

ー
。

　

今
年
は
近
場
の
徳
島
。
当
日
は

晴
れ
て
気
温
が
高
く
絶
好
の
行
楽

日
和
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
過
ご
せ

ま
し
た
。

　

藍
の
館
で
藍
染
体
験
で
き
る
こ

と
は
知
り
つ
つ
も
、
皆
今
回
が
初

め
て
の
機
会
。
独
特
の
香
り
の
中

わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
指
導
の
も

と
作
業
を
進
め
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
個

性
に
溢
れ
た
仕
上
が
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
藍
屋
敷
を
見
学
。
昔

の
屋
敷
の
天
井
の
低
さ
に
驚
き
、

産
物
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
て
お

腹
い
っ
ぱ
い
、「
今
日
は
夕
飯
い

ら
な
い
か
も
」
と
思
い
な
が
ら
堪

能
し
ま
し
た
。

　

大
塚
国
際
美
術
館
で
は
迫
力
あ

る
原
寸
大
の
有
名
な
絵
画
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
時
に
触
れ
な
が

ら
、
真
似
し
て
記
念
写
真
を
と
り

な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
こ
は
見
入
っ
て

し
ま
い
世
界
に
入
る
と
す
ぐ
に
は

ぐ
れ
て
迷
子
に
な
る
ほ
ど
広
い
広

い
と
こ
ろ
で
「
３
時
間
あ
れ
ば
充

分
に
見
学
で
き
る
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
甘
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
来
年
も
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
楽
し
い
ツ
ア
ー
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
粟
田
医
院
・
職
員濱

田
眞
依
子
】

　

皆
さ
ん
も
一
度
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
宝
塚
市
・
歯
科

上
月　

隆
行
】

な
水
で
心
身
を
整
え
て
か
ら
食
と

向
き
合
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
田
植
え
を

し
て
育
て
た
滋
賀
県
産
の
丸ま

る

子こ

米ま
い

を
信
楽
焼
の
土
鍋
で
炊
き
上
げ
た

煮
え
ば
な
の
一
口
大
の
白
米
。
つ

や
つ
や
と
輝
き
、
具
は
な
く
と
も

噛
む
ほ
ど
に
甘
い
。
ま
さ
し
く
米

の
ア
ル
デ
ン
テ
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
里
芋
の
炭
焼
き
と
、

炭
に
見
立
て
た
竹
炭
な
ど
の
黒
い

塩
。
素
朴
な
調
理
が
素
材
の
旨
さ

を
引
き
出
す
。
こ
の
段
階
で
は
シ

ン
プ
ル
さ
が
少
し
寂
し
く
も
思
え

た
が
、
こ
の
後
が
凄
か
っ
た
。

　

メ
イ
ン
は
松
茸
と
甘
鯛
の
土
瓶

蒸
し
か
ら
。
独
自
ル
ー
ト
で
仕
入

れ
た
丹
波
の
松
茸
と
甘
鯛
の
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
最
強
だ
。

　

日
本
酒
の
純
米
大
吟
醸
「
松
の

司　

AZOLLA35

」
を
薦
め
ら
れ

て
次
の
食
事
を
待
っ
た
。
製
造
者

は
滋
賀
県
竜
王
町
に
あ
る
松
瀬
酒

造
で
杜
氏
は
石
田
敬
三
氏
。
濁
り

は
な
く
透
明
な
水
の
よ
う
に
ス
ッ

キ
リ
と
し
た
飲
み
口
で
、
喉
越
し

良
く
後
口
も
爽
や
か
で
、
グ
イ
グ

イ
と
お
代
わ
り
し
て
し
ま
っ
た
。

　

次
に
出
さ
れ
た
の
は
手
長
海

老
、
自
家
製
の
カ
ラ
ス
ミ
な
ど
が

並
び
心
を
和
ま
せ
る
八
寸
。
近
江

八
幡
の
特
産
品
・
赤
こ
ん
に
ゃ
く

も
嬉
し
い
。
近
江
八
幡
出
身
の
料

理
長
は
少
し
強
面
だ
が
実
は
き
め

細
や
か
で
心
優
し
い
西
澤
剛
氏
。

京
都
で
研
鑽
を
積
ま
れ
た
繊
細
で

洗
練
さ
れ
た
技
が
光
る
。

　

次
は
合
鴨
の
身
、
肝
、
心
臓
、

砂
肝
。
肝
、
心
臓
、
砂
肝
は
初
め

て
食
べ
た
が
鶏
と
は
大
違
い
で
滋

味
深
く
パ
ワ
フ
ル
。
特
に
山
椒
と

の
相
性
が
良
い
よ
う
に
思
え
た
。

　

次
は
香
住
漁
港
の
共
進
丸
（
福

本
吉
彦
船
長
）
が
沖
合
底
引
き
網

漁
で
水
揚
げ
し
た
素
性
が
明
ら
か

な
松
葉
ガ
ニ
。
煙
が
出
に
く
く
室

内
に
煤
が
つ
か
な
い
た
め
宮
中
や

上
流
の
武
家
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ

た
大
名
火
鉢
で
レ
ア
に
焼
か
れ
、

し
っ
か
り
詰
ま
っ
た
身
に
蟹
味
噌

を
つ
け
て
プ
リ
プ
リ
と
し
た
食
感

が
味
わ
え

る
。
蟹
ア
レ

ル
ギ
ー
を
申

し
上
げ
る
と

代
わ
り
に
太

刀
魚
の
松
茸

包
み
焼
き
を

作
っ
て
い
た

だ
い
た
。
ふ

っ
く
ら
と
焼

か
れ
た
太
刀

魚
の
食
感
と
松
茸
の
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
感
の
相
性
は
良
く
、
松
茸
の
薫

り
が
至
福
に
導
い
た
。

　

い
よ
い
よ
近
江
牛
。
ま
ず
は
ラ

ン
プ
肉
の
稲
藁
の
藁
焼
き
。
炉
で

藁
の
香
り
が
つ
き
、
脂
が
の
っ
て

い
て
も
近
江
牛
の
脂
は
し
つ
こ
く

な
い
。
レ
ア
な
赤
み
の
血
の
色
が

食
の
本
能
の
血
を
た
ぎ
ら
せ
る
。

次
は
サ
ー
ロ
イ
ン
の
出
汁
し
ゃ
ぶ

を
塩
で
頂
く
。
こ
れ
も
抜
群
。

　

ご
飯
は
、
た
ん
ま
り
松
茸
の
乗

っ
た
贅
沢
な
松
茸
ご
飯
。
土
鍋
の

お
こ
げ
ま
で
美
味
し
く
、
お
ま
け

に
お
代
わ
り
し
放
題
。

　

松
茸
ご
飯
、
む
か
ご
と
共
に
供

さ
れ
た
の
が
近
江
牛
の
味
噌
漬
。

藁
焼
き
が
獰
猛
さ
、
出
汁
し
ゃ
ぶ

が
柔
和
さ
だ
と
す
れ
ば
、
味
噌
漬

け
は
繊
細
で
深
い
味
わ
い
。
３
パ

タ
ー
ン
の
近
江
牛
に
ス
リ
ー
カ
ウ

ン
ト
を
と
ら
れ
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ

れ
た
。

　

八
幡
堀
め
ぐ
り
は
４
月
の
桜
の

時
期
と
11
月
中
〜
下
旬
の
紅
葉
の

時
期
が
人
気
が
あ
る
が
、「
八

…
」
の
料
理
目
当
て
で
い
う
と
丹

波
の
松
茸
が
解
禁
さ
れ
る
11
月
６

日
か
ら
２
週
間
ぐ
ら
い
が
、
松
葉

ガ
ニ
と
松
茸
が
同
時
に
味
わ
え
る

た
め
お
勧
め
。
宿
泊
料
金
は
高
価

だ
が
、
極
上
の
贅
沢
を
堪
能
し
満

足
度
は
最
大
級
で
あ
っ
た
。

【
西
区

前
田　

達
生
】

感 想 文

感 想 文

う
ど
ん
派
か
ら

そ
ば
派
に
転
換

藍
染
体
験
や

美
術
館
見
学
な
ど
で
大
満
足

文
化
部　

そ
ば
打
ち
体
験

文
化
部　

そ
ば
打
ち
体
験

淡
路
支
部　

バ
ス
ツ
ア
ー

淡
路
支
部　

バ
ス
ツ
ア
ー

生
地
を
伸
ば
す
「
の
し
」
を
学
ぶ

ムンクの「叫び」の前で記念撮影

近江牛ランプ肉の稲藁の藁焼き

太刀魚の松茸包み焼き

近江八幡　旅籠「八…（わかつ）」
〒523-0831　滋賀県近江八幡市玉屋町６
電話：0748-36-2745　FAX：0748-36-2746
URL：https://wakatsu.jp/
Instagram：https://www.instagram.com/hatago_
wakatsu/
E-mail：info@hatago-wakatsu.net
定休日：水曜日と木曜日
全二室　￥108,900～（一室二名利用時の一泊二
食つき料金、税・サービス料込み）

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL 0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入
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シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

　

文
化
部
は
12
月
１
日
に
年
末
恒

例
の
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
企
画
を

長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
別
館
ピ
フ

レ
料
理
教
室
で
開
催
。
会
員
・
家

族
、
職
員
ら
33
人
が
参
加
し
た
。

参
加
し
た
上
月
歯
科
医
院
の
上
月

隆
行
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

ぐ
ら
い
の
子
ど

も
さ
ん
も
参
加

さ
れ
て
お
り
、

和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気

で
始
ま
り
ま
し

た
。

　

淡
路
支
部
は
12
月
１
日
に
バ
ス

ツ
ア
ー
を
開
催
、
26
人
が
参
加
し

た
。
午
前
中
は
藍
染
体
験
と
藍
屋

敷
を
見
学
し
、
お
昼
は
ア
オ
ア
ヲ

ナ
ル
ト
リ
ゾ
ー
ト
で
食
事
、
午
後

は
大
塚
国
際
美
術
館
を
見
学
し

た
。
参
加
し
た
粟
田
医
院
・
職
員

の
濱
田
眞
依
子
さ
ん
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

急
階
段
と

踏
板
の
狭

さ
に
腰
が

引
け
な
が

ら
の
タ
イ

ム
ス
リ
ッ

プ
体
験
で

し
た
。

　

次
の
ホ

テ
ル
の
ラ

ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
も

鳴
門
の
名
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港
に
灯
が

と
も
る　

白岩一心
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１
９
９
５
年
１
月
17
日
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
を

迎
え
た
本
年
。
第
37
回
東
京
国

際
映
画
祭
正
式
出
品
映
画
「
港

に
灯
が
と
も
る
」
を
紹
介
し
ま

す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
み
ん

な
も
ろ
い
、
街
も
、
家
族
も
、

わ
た
し
の
心
も
」
を
テ
ー
マ

に
、
圧
倒
的
な
取
材
量
を
も
と

に
、
神
戸
の
震
災
復
興
途
中
、

ア
フ
タ
ー
震
災
世
代
を
描
く
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
多
く

の
家
屋
が
焼
失
し
、
一
面
、
ま

る
で
戦
禍
の
焼
け
野
原
の
よ
う

に
な
っ
た
神
戸
市
長
田
区
を
舞

台
に
し
て
、
震
災
翌
月
に
生
ま

れ
た
在
日
韓
国
人
３
世
の
女
性

を
主
人
公
に
、
高
校
卒
業
か
ら

12
年
間
に
わ
た
る
葛
藤
と
模
索

の
日
々
を
綴
っ
て
い
ま
す
。
主

人
公
は
出
生
と
親
か
ら
聞
か
さ

れ
る
震
災
の
記
憶
の
板
挟
み
に

な
り
、
双
極
性
障
害
を
発
症
し

な
が
ら
も
、
さ
ら
に
２
０

２
０
年
２
月
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
の

日
々
を
経
て
、
心
身
の
回

復
を
目
指
す
な
か
「
希

望
」
を
見
い
出
し
て
い
く

姿
を
描
く
と
こ
ろ
が
見
ど
こ
ろ

で
す
。

　

震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
長
田
区
。
在
日
韓
国
人
・
金

子
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
灯

（
あ
か
り
）
は
、
両
親
か
ら
家

族
の
歴
史
や
震
災
当
時
の
話
を

聞
か
さ
れ
て
も
実
感
を
持
て
な

い
で
、
な
ぜ
か
孤
独
と
苛
立
ち

を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。
震
災
で

仕
事
を
失
っ
た
父
・
一
雄
は
、

家
族
と
の
衝
突
が
絶
え
ず
、
家

族
に
は
常
に
冷
た
い
空
気
が
流

れ
て
い
ま
す
。
時
が
流
れ
て
い

く
な
か
で
、
姉
・
美
悠
が
、
日

本
へ
の
帰
化
を
進
め
よ
う
と
し

た
こ
と
か
ら
、
家
族
は
深
刻
な

状
況
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
き
ま

す
。

　

在
日
３
世
の
自
覚
は
薄
く
、

被
災
し
た
両
親
の
話
も
遠
い
も

の
に
感
じ
ら
れ
た
あ
る
日
、
親

戚
の
集
ま
り
で
起
き
た
口
論
に

よ
り
、
灯
は
気
持
ち
が
充
満
し

て
「
全
部
し
ん
ど
い
」
と
吐
露

し
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
家
族
の
元

に
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
、

家
族
と
私
、
国
籍
と
私
、
そ
し

て
私
は
何
を
ど
う
し
た
い
ん
だ

ろ
う
と
灯
は
苦
悩
し
ま
す
…
。

　

映
画
初
主
演
の
富
田
望み

生ゆ

さ

ん
が
主
人
公
を
熱
演
。
父
親
役

を
甲
本
雅
裕
さ
ん
、
母
親
役
を

麻
生
祐
未
さ
ん
が
好
演
。
監
督

脚
本
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」「
花
子
と
ア

ン
」「
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
」「
ま
ん

ぷ
く
」「
カ
ム
カ
ム
エ
ヴ
リ
バ

デ
ィ
」
な
ど
で
演
出
を
担
当
し

た
、
安
達
も
じ
り
氏
で
す
。

　

震
災
30
年
の
２
０
２
５
年
１

月
17
日
公
開
の
映
画
。
兵
庫
県

保
険
医
協
会
の
活
動
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
そ
し
て
今
後
の
災

害
対
策
や
国
際
交
流
も
考
え
な

が
ら
、
鑑
賞
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

ホイホイ漫画68
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

医薬品不足

員員

稿稿

会

投

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

　

昭
和
30
年
前
半
、
昭
生
病
院
で

の
話
で
あ
る
。
当
時
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ

た
が
、
脳
の
視
床
下
部
を
ど
う
す

れ
ば
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
考
え
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
病
院
独
自
の
方
法

で
行
っ
て
い
た
。

　

退
院
間
際
に
な
る
と
患
者
さ
ん

は
、
饒
舌
に
な
る
方
が
多
く
、
多

く
の
自
慢
話
を
承
っ
た
。
参
考
に

な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中

の
一
人
に
外
国
人
の
方
が
お
ら
れ

た
。
彼
「
ボ
ク
、
カ
イ
シ
ャ
四
ツ

モ
ッ
テ
ル
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

「
奥
さ
ん
の
ほ
か
に
別
口
の
女
性

創
業
と
守
成
「
貞
観
政
要
」

人
生
意
気
に
感
ず

 

「
魏
徴
、
述
懐
詩
」

　

有
名
な
故
事
で
あ
る
が
、
一
般

的
に
は
「
創
業
は
易
く
守
成
は
難

し
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
新
た
な

事
業
を
起
こ
す
よ
り
も
、
事
業
を

維
持
、
発
展
さ
せ
る
方
が
難
し
い

と
い
う
意
味
だ
。

　

し
か
し
本
来
の
意
味
は
も
う
少

し
複
雑
で
あ
る
。

　

唐
の
２
代
目
皇
帝
太
宗
・
李
世

ア
な
ら
違
反
に
な
ら
な
い
が
、
有

給
で
は
違
反
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
私
は
理
解
で
き
な
い
。
仕
事
と

し
て
選
挙
の
お
手
伝
い
を
し
た
な

ら
、
当
然
相
応
の
報
酬
は
払
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
公
職
選
挙
法
に

つ
い
て
は
、
誰
も
が
了
解
で
き
る

常
識
的
な
も
の
を
明
文
化
し
た
と

い
う
よ
り
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
部
分

が
多
い
の
だ
ろ
う
。
解
釈
に
よ
っ

て
違
法
と
も
合
法
と
も
判
断
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
私
も
含
め
一
般

人
が
選
挙
に
関
し
て
活
動
す
る

時
、
そ
の
都
度
弁
護
士
に
お
伺
い

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ

て
し
ま
う
。

　

公
職
選
挙
法
は
、
選
挙
に
お
い

て
賄
賂
な
ど
に
よ
り
個
人
の
投
票

行
動
が
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
に
と

の
目
的
で
１
９
５
０
年
に
制
定
さ

れ
た
。
制
定
さ
れ
た
時
代
と
、
ネ

ッ
ト
使
用
が
普
通
で
あ
る
現
在
と

は
時
代
背
景
は
き
わ
め
て
異
な
っ

て
い
る
。

　

公
職
選
挙
法
の
当
初
の
目
標
で

あ
る
正
し
い
投
票
活
動
を
行
う
と

い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
公
明
党

と
創
価
学
会
の
関
係
は
選
挙
活
動

と
し
て
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

力
の
強
い
巨
悪
に
は
目
を
つ
む

り
、
小
悪
に
切
り
込
む
社
会
は
よ

い
と
は
思
え
な
い
。

　

法
律
や
条
例
は
国
民
の
暮
ら
し

が
よ
く
な
る
た
め
に
存
在
し
、
そ

れ
を
目
標
と
し
て
作
成
さ
れ
る
。

現
在
に
お
い
て
、
時
代
の
移
り
変

わ
り
は
激
し
い
。
法
律
や
条
例
に

関
し
て
、
作
成
時
の
目
標
と
そ
の

方
法
は
10
年
た
っ
て
も
な
お
妥
当

か
ど
う
か
の
議
論
は
必
要
で
あ
る

と
思
う
。

　

知
事
選
挙
活
動
中
に
Ｐ
Ｒ
会
社

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
広
報
活
動

を
依
頼
し
報
酬
を
払
っ
た
の
は
公

職
選
挙
法
違
反
で
あ
る
と
し
て
、

斎
藤
知
事
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

　

選
挙
の
手
伝
い
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

民
は
２
人
の
賢
臣
、
功
臣
た
る
房

玄
齢
と
魏
徴
に
尋
ね
た
。
房
玄
齢

は
玄
武
門
の
変
（
６
２
６
）
で
武

将
と
し
て
も
太
宗
に
従
軍
し
苦
労

を
共
に
味
わ
っ
た
の
で
「
創
業
が

難
し
」
と
答
え
た
。

　

し
か
し
、
魏
徴
は
太
宗
が
玄
武

門
の
変
で
殺
し
た
兄
た
る
李
建
成

に
最
初
は
味
方
し
て
お
り
、「
も

し
建
成
様
が
私
の
言
う
こ
と
を
聴

い
て
い
た
ら
あ
な
た
は
生
き
て
い

な
か
っ
た
」
と
答
え
、
そ
の
場
の

空
気
は
一
瞬
凍
り
つ
い
た
。
し
か

し
李
世
民
は
魏
徴
の
諌
言
に
聞
く

耳
を
も
ち
、「
そ
の
忠
義
心
で
私

に
協
力
し
て
く
れ
！
」
と
頼
み
、

魏
微
は
「
守
成
が
難
し
」
と
述
べ

た
。

　

李
世
民
は
兄
と
弟
を
殺
し
た
と

い
う
負
い
目
が
あ
る
に
せ
よ
、
臣

下
の
諌
言
を
公
平
に
聴
き
、
両
者

の
意
見
に
従
い
２
人
の
功
を
認

め
、
と
も
に
傷
つ
か
な
い
よ
う
に

配
慮
を
し
た
。
そ
う
い
う
所
が
名

君
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
所
以

だ
ろ
う
。
日
本
の
天
皇
や
中
国
の

皇
帝
の
手
本
に
な
っ
た
。
後
の
徳

川
家
や
今
の
習
近
平
も
こ
れ
に
準

な
ぞ
ら

え
た
が
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
石
破
総
理

の
今
日
の
守
成
た
る
自
民
党
は
今

回
の
総
選
挙
で
大
敗
し
、
創
業
の

新
党
の
国
民
民
主
党
が
票
を
伸
ば

し
た
。
自
民
党
の
「
守
成
は
難

し
」
で
あ
る
が
、
李
世
民
に
は
房

玄
齢
、
杜
如
晦
、
李
靖
な
ど
賢

臣
、
名
将
が
多
く
い
た
。
し
か
し

石
破
総
理
に
は
腹
心
の
部
下
が
い

る
よ
う
に
思
え
な
い
。
ま
し
て
や

諌
言
す
る
者
も
い
な
い
し
、
た
と

え
い
て
も
聴
く
耳
を
持
た
な
い
裸

の
王
様
の
如
く
思
う
。

　

一
般
的
に
は
「
守
成
は
難
し
」

だ
が
、
名
君
・
李
世
民
は
大
岡
裁

き
的
に
房
玄
齢
、
魏
徴
両
者
に
勝

敗
は
つ
け
て
い
な
い
。
そ
こ
が
名

君
で
懐
が
深
い
。
唐
は
当
時
世
界

最
大
の
繁
栄
し
た
大
帝
国
と
な
っ

た
。

　

日
本
も
遣
唐
使
を
通
し
て
律
令

制
や
税
制
等
多
く
を
学
ん
だ
。
日

本
の
首
相
は
遣
唐
使
な
ら
ぬ
野
党

か
ら
の
詰
問
に
対
し
て
「
検
討
し

4

4

4

ま
す
」
と
答
え
る
だ
け
。
周
囲
に

諌
言
す
る
者
も
い
な
い
。
自
己
を

見
失
っ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
裸

の
王
様
」
の
如
き
存
在
だ
。

　

蛇
年
に
因
ん
で
、
さ
ら
に
蛇
足

か
も
し
れ
な
い
が
、
魏
徴
は
「
人

間
は
人
の
意
気
に
感
じ
て
行
動
す

る
」
と
「
述
懐
詩
」
で
言
っ
て
い

る
。
金
銭
や
名
誉
は
問
題
外
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
今
の
自
民
党
の

政
治
屋
に
魏
徴
の
爪
の
垢
を
煎
じ

て
飲
ま
せ
て
や
り
た
い
。
そ
の
意

味
は
「
優
れ
た
人
物
を
模
範
と
し

て
、
そ
の
人
に
あ
や
か
る
よ
う
に

す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

が
三
人
お
ら
れ
る
の
で
す
か
」
と

尋
ね
た
ら
「
ダ
レ
ニ
キ
イ
タ
カ
」

と
尋
ね
ら
れ
た
が
「
た
だ
フ
ッ
と

思
い
つ
い
た
だ
け
で
す
。」
と
答

え
た
。

　

た
だ
、
こ
の
話
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
、
渋
沢
栄
一
さ
ん
の
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
本
の
中
に
あ

っ
た
奥
さ
ん
の
「
う
ち
は
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
な
く
て
良
か
っ
た
」
と

言
っ
た
と
い
う
話
が
浮
か
ん
で
き

た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

経
過
順
調
で
退
院
さ
れ
、
通
院

さ
れ
平
穏
な
日
が
続
い
て
い
た

が
、
あ
る
時
、
右
手
の
前
腕
部
内

側
に
ひ
っ
か
き
傷
を
受
け
て
い

た
。
そ
こ
で
、「
奥
さ
ん
に
ひ
っ

か
か
れ
た
の
か
」
と
尋
ね
た
ら

「
カ
カ
レ
タ
」
と
返
事
が
返
っ
て

き
た
。
次
い
で
「
そ
の
前
に
別
口

さ
ん
と
喧
嘩
し
た
か
」
と
尋
ね
た

ら
「
シ
タ
」
と
返
事
が
返
っ
て
き

た
。

　

暫
く
た
っ
て
、
会
社
一
つ
燃
え

て
潰
れ
た
と
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
来

院
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
ま
た

「
別
口
さ
ん
と
別
れ
た
の
か
」
と

尋
ね
た
ら
「
ワ
カ
レ
タ
」
と
返
事

が
返
り
、
暫
く
愚
痴
話
を
聴
か
さ

れ
た
。

　

下
手
な
鉄
砲
も
数
撃
て
ば
当
た

る
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
今
回

の
私
の
下
手
な
鉄
砲
は
百
発
百

中
、
霊
能
者
に
な
っ
た
気
分
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
機

会
が
な
く
、
一
過
性
の
能
力
者
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
方
の
お
陰
で
、
道
徳
的
な

こ
と
を
差
し
置
い
て
、
脳
の
視
床

下
部
が
活
性
化
す
る
と
、
色
々
な

面
で
活
躍
す
る
の
だ
な
と
い
う
こ

と
と
、
も
て
て
い
る
時
、
仕
事
も

順
調
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
に
齟

齬
を
き
た
す
と
悪
い
方
に
向
か
う

の
だ
と
痛
感
し
た
。

視
床
下
部
問
題

中
国
古
典
に
学
ぶ　
そ
の
４

灘
区　
　

岡
本　

好
司

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

ⒸMinato Studio 2025

員員

稿稿

会

投

公職選挙法違反で　
訴えられた斎藤知事

―過去のルールは10年で再評価を―

西宮市　　伊賀　幹二

医科・歯科保険請求

〈今後の医療DX推進体制整備加算の算定及び届出〉
Ｑ１　１月からの医療DX推進体制
整備加算（以下、DX加算）の算定
で、注意すべき点はあるか。
Ａ１　１月よりマイナ保険証利用率
の要件が下記の通り変更となってい
ます。算定区分が変わる場合がある
ため、ご注意ください。
DX加算１（医科11点、歯科９点）
 15％→30％
DX加算２（医科10点、歯科８点）
 10％→20％
DX加算３（医科８点、歯科６点）
 ５％→10％
　なお、マイナ保険証利用率につい
ては、１月まではオンライン資格確
認ベース利用率とレセプト件数ベー
ス利用率の高い方を選択できます
が、２月からはレセプト件数ベース
利用率のみとなります。
Ｑ２　利用率が10％未満となる場
合、届出の取り下げは必要か。
Ａ２　他の施設基準をすべて満たし
ている場合には、届出の取り下げは

不要です。
Ｑ３　今後の算定にあたり注意して
おくべき点はあるか。
Ａ３　DX加算には今後満了予定の
経過措置が三つ設定されています。
①電子処方箋を発行できる体制の整
備（2025年３月31日まで）
②「電子カルテ情報共有サービス」
により取得された診療情報等を活用
できる体制整備（2025年９月30日ま
で）
③医療DX推進体制に関する事項等
のウェブサイトへの掲載（2025年５
月31日まで）※自院で管理するホー
ムページ等がない場合には対応不要
　経過措置満了までにそれぞれ基準
を満たすことができない場合は、施
設基準の取り下げが必要となります
ので、ご注意ください。
　経過措置の期間等は今後変更とな
る可能性もあります。厚労省または
協会ホームページをご確認くださ
い。
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　高齢者肺炎の７割は誤嚥性肺炎と
され、加齢や種々の疾病、治療の影
響で、摂食嚥下機能障害の頻度は増
えています。また医療体制の変化に
伴い、急性期病院の入院基準や期間
は厳しくなり、誤嚥性肺炎の診療や
予防を地域で担うことがますます増
えていきます。一方、誤嚥性肺炎の
診断基準や治療指針は確立しておら
ず、日々の診療は統一されていない
のが現状です。各方面の医療者が互
いの専門性を理解した上で自身の役
割を果たし、密に連携することが求
められています。今回は地域で誤嚥
性肺炎を診ていく上で知っていると
役立つ診断や原因検索、原疾患管
理、嚥下評価や予防法など、肺炎診
療ガイドラインの改定も踏まえて最
新の話題をお話ししました。当日の
スライドの一部を交えて、内容をご
報告します。

　高齢者の誤嚥性肺炎には、12個の
診療項目が必要であることを、われ
われは研究を通じて提唱しています
（Yoshimatsu Y, et al. Eur Geriatr 
Med. 2024；15：57-66）。これらは
診断、治療、嚥下評価と介入、栄養
管理、基礎疾患の治療、予後予測、
意思決定支援、予防、緩和、口腔ケ
アと歯科治療、リハビリテーショ
ン、多職種連携です。これらを標語
にまとめたのが、「Diagnose, Treat, 
and SUPPORT」です（図１）。この
標語では、まずは適切な診断と治療
を行うことを大前提に、多職種で支
持療法を行うことを表しています。
SUPPORTは、各種支持療法の頭文
字からとっており、患者・家族をサ
ポートすること（supportive care＝
支持療法）を意味します。
　誤嚥性肺炎には明確な基準がない
ため、確実に診断することは容易で
はありません。日本呼吸器学会によ
る成人肺炎診療ガイドライン2024で
は、誤嚥の原因に加えて肺炎の原因
があることが、誤嚥性肺炎につなが
ることが表されています。脳卒中や
頭頸部癌などの誤嚥の原因があるか
らといって、全員が誤嚥性肺炎を発
症するわけではありません。口腔内
の衛生状態不良、免疫力低下、呼吸
機能・全身状態の低下に伴う咳嗽
（喀出力）の減弱などが肺炎の原因
になります。高齢者の肺炎のほとん
どが誤嚥性肺炎であることが報告さ
れており（Teramoto S, et al. J Am 
Geriatr Soc. 2008；56：577-9）、私
は高齢者の肺炎をみたら誤嚥性肺炎
を考えるようにしています。ただ
し、安易に肺炎と診断する前に除外
しておきたい疾患がいくつかありま
す（図２）。特にCOVID-19や肺結核
では他者への感染リスクが、また肺
癌では本人の予後へも大きく影響す
るため、病歴や身体所見、画像所
見、経過などから鑑別を行います。
　高齢者では誤嚥が関与しない肺炎
のほうが少なく、また外来などの限
られた時間で誤嚥性肺炎か否かを確
定することは難しいため、誤嚥性か

否かを無理に区別することより、誤
嚥の原因がないかを丁寧に探る診療
が、この超高齢化社会では求められ
ていると考えます（図３）。
　原因により治療や予防法が変わっ
てくるためです。例えば胃食道癌術
後、胃食道逆流症などの消化器疾患
では、とろみの使用や嚥下訓練では
なく、六君子湯など上部消化管運動
を促す薬物療法とともに、逆流を防
ぐ生活指導が中心になります。パー
キンソン病や重度認知症など神経疾
患では、食べやすい姿勢や食具など
も含めた調整とともに、原疾患の治
療、食事時の起立性低血圧などの鑑
別も必要になります。COPDなどの
呼吸器疾患では呼吸と嚥下の協調運
動のズレから誤嚥をしやすくなるた
め、まずは呼吸理学療法や吸入・酸
素療法の調整、食事時のポジショニ
ングなどで息切れを緩和すること
が、誤嚥や肺炎の予防につながりま
す。
　誤嚥性肺炎の抗菌薬治療において
は嫌気性菌をカバーする抗菌薬を反
射的に使いがちですが、この習慣は
1970年代の文献に起因しています。
肺炎の診断や口腔衛生状態が改善し
た1990年代以降の文献では嫌気性菌
カバーが不要であるとするものが多
く（Yoshimatsu Y, et al. J Clin 
Med. 2023；12：1992）、 欧米のガ
イドラインではルーチンでの嫌気性
菌カバーは推奨されていません。日
本呼吸器学会による成人肺炎診療ガ
イドライン2024では私も誤嚥性肺炎
の項目を担当し、数々の議論が行わ
れた末、嫌気性菌カバーの推奨は決
定できないという判断になりまし
た。
　現状では、胃酸誤嚥による化学性
肺臓炎ではそもそも抗菌薬治療の必
要性があるのかを考えるとともに、
抗菌薬治療が必要な症例において
は、口腔内衛生状態、過去の微生物
検査の結果、基礎疾患、膿瘍形成や
壊死の有無、重症度、発症経緯（市
中／院内）などから総合的に判断す
ることが求められています。
　誤嚥性肺炎の診療全般において言
えることですが、とくに支持療法に
おいては、多職種での連携が重要に
なります。このとき、各職種が誤嚥
性肺炎のillness trajectory（私は「道

ガイズ病院（イギリス） 吉松　由貴先生講演

地域で担う誤嚥性肺炎診療

図１　高齢者の誤嚥性肺炎診療に求められること
（株式会社レーマン作成）　　　　　

図３　高齢者における誤嚥性肺炎診断の
パラダイムシフトの提案　

図２　誤嚥性肺炎の診断時に除外しておきたい疾患

図４　誤嚥性肺炎の病期（吉松由貴『対話で変わる
　 　誤嚥性肺炎診療』（日経メディカル）より）

のり」と呼んでいま
す）を想定して目の
前の患者さんがどの
病期であるかを知っ
ていることが、チー
ムとして適切な介入
をする糸口となりま
す（図４）。身体活
動性の保たれた患者
さんの初めての誤嚥
性肺炎と、パーキン
ソン病が進行した終
末期の肺炎では、嚥
下の評価や訓練、食
事の調整など各種介
入の意図が異なりま
す。主治医として病
期を明確にし、地域
の関連職種で共有す
ることで、その患者
さんにふさわしい、過不足のない細
やかなケアへとつながります（詳し
くは拙著や日経メディカルオンライ
ンの連載も参考にしていただければ
幸いです）。
　これからの超高齢化社会では、誤
嚥性肺炎の診療の場が病院から地域

へとより移行していくと考えられま
す。ぜひこの機会に一度、地域の看
護師や薬剤師、療法士とも誤嚥性肺
炎の診療について話し合ってみてく
ださい。
（2024年９月21日、第613回診療内
容向上研究会より）

サイバープロテクター保険
サイバー攻撃への備えに

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガによる休業も安心

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

医療保険とガン保険

ドクターに最適を提供します

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル
〈４月１日受付開始〉

協会の新しい共済

介護保険Sasa＊L（ササエル）

Swallow and nutrition intervention

Underlying condition management

T

P rognosis evaluation and decision making

P revention and palliation

O ral management

Rehabilitation

eam approach
チームでの介入

リハビリテーション

口腔ケアと歯科治療

予防と緩和

予後予測と意思決定支援

基礎疾患の管理

嚥下と栄養への介入
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

第三者承継・閉院セミナー
日 時  3月16日（日）　午前10時30分～12時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
定 員  30人※応募先着順

無 料

今後の研究会・行事予定

税務経営部　青色（白色）確定申告研究会
日 時  2月16日（日） 午後1時～
会 場   兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団 松田 力税理士
参加費  1,000円（医経研会員は無料）

税務経営部　税経個別相談会
日 時   2月1日（土）、2日（日）、9日（日）、16日（日）

午後1時～4時のうち1時間　事前予約制
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
費 用   1回5,000円（医経研会員は年2回まで無料）

税務経営部　確定申告個別相談会
日 時   3月1日（土）、2日（日）

午後1時～4時のうち1時間　事前予約制
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
費 用   1万円～（相談内容により異なります）

「尼崎支部」医院継承セミナー（医科向け）
引退のタイミングを決めかねている、継承者が不
在、継承開業を検討中など
日 時  2月15日（土） 午後3時～
会 場  尼崎市中小企業センター503
第１部   「成功する！医業継承の進め方・ポイント」

総合メディカル（株）西日本継承支援部 市岡 寛也氏
第２部   「診療所継承の一事例

－継承開業の苦難から見えるもの－」
尼崎市・ゆたかクリニック院長 寺嶋 慎也先生

定 員  20人 ※終了後、個別相談会（事前予約制）

「但馬支部」第38回支部総会・記念講演
テーマ  Long COVID－新型コロナウイルス感染

症罹患後の症状と定義、患者さんへのアプ
ローチ・フォローアップについて－

日 時  2月15日（土） 午後3時～
会 場  豊岡市民プラザ／市民活動室CD（オンライン併用）
講 師   兵庫県立丹波医療センター地域医療教育センター長 見坂 恒明先生
来場定員   30人 ※終了後、懇親会

「北摂・丹波支部」会員懇談会（医科）
テーマ  今次改定に伴う保険請求の悩みを解消！　

保険請求の留意点と審査の現状（医科入院外）
日 時  2月1日（土） 午後6時30分～
会 場   三田市・キッピーモール6階講座室
講師等  アドバイザーとして医師・協会事務局
定 員  20人

「神戸支部」研究会
テーマ なぜ人は依存症になるのか－日常診療で見かける依存症－
日 時  2月15日（土） 午後5時30分～
会 場  兵庫県保険医協会会議室（オンライン併用）
講 師   国立研究開発法人国立精神･神経医療研究センター精

神保健研究所薬物依存研究部部長 松本 俊彦先生

「淡路支部」会員懇談会
テーマ  患者さんとより良い関係を築くために－クレーム

とカスタマーハラスメントとの違いにもふれて－
日 時  2月22日（土） 午後6時～
会 場  洲本市・大和屋旅館
講 師   山内社会保険労務士事務所代表 山内理恵子特定社会保険労務士
参加費  13,000円（ふぐコース料理／飲物代込）

第618回診療内容向上研究会

クリニック診療でも知っておくべき
心不全と心房細動の話
日 時  2月15日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師   小倉記念病院 循環器内科 高麗 謙吾先生

※  講師来場でのご講演です。
来場定員   50人

※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

高齢化とともに心不全と心房細動は増加し、医学的にも社会
的にも大きな問題となっている。そのようなコモンディジー
ズを循環器専門医だけで診ることは数的に不可能であり、非
専門医との連携が必要なことは自明である。しかし、心不全
診療は新薬の登場によりさらに複雑化し、DOACの登場で
簡便化した心房細動診療もアブレーションの広まりなどもあ
って再度複雑に見える。心保護薬の導入法や維持、減量や中
止の考え方、スマートウォッチによる心房細動の検出、アブ
レーション治療後の合併症対応など、クリニック診療でも役
に立つ循環器診療の“イマ”を学べる話をここにまとめる。
 【高麗 記】

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/WPBCW 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

２
月
の
診
内
研

「第619回」
テーマ  見逃されがちな筋肉の痛みの診断治療（仮）
日 時  3月29日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   さいとう整形外科リウマチ科院長 斉藤 究先生

診療内容向上研究会

その他 研究会・セミナー
薬科部　研究会
テーマ  栄養の基本と高齢者について
日 時  2月22日（土） 午後4時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師 神戸市立医療センター中央市民病院栄養管理部副部長 岩本 昌子氏
参加費  1,000円（会員無料）

薬科部　研究会
テーマ  性感染症（仮）
日 時  3月22日（土） 午後4時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師 淀川キリスト教病院産婦人科医長 柴田 綾子先生
参加費  1,000円（会員無料）

地域医療部・但馬支部共催　第37回地域医療を考える懇談会
テーマ  但馬地域における医療供給体制の現状とこれから

－人口減少社会における病診連携のあり方を考える－
日 時  3月23日（日） 午前10時～
会 場   豊岡市民プラザ／市民活動室CD
話題提供①   「豊岡病院の高齢者の入院事情を考える」

豊岡市・谷垣医院院長 谷垣 正人先生
話題提供②   「但馬地域の在宅医療の実践」

朝来市・はるかぜ診療所所長 黒瀬 博計先生
話題提供③   「豊岡病院の病診連携のあり方と今後の課題」

公立豊岡病院副院長 那須通寛先生

「姫路・西播支部」医院経営研究会
テーマ  採用･定着のポイント
日 時  2月1日（土） 午後2時30分～
会 場   ダイワロイネットホテル姫路会議室（オンライン併用）
講 師   桂労務社会保険総合事務所長・社会保険労務士 桂 好志郎氏
来場定員   20人

県下各地の行事

無 料

078-393-1817 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

歯科施設基準研究会
日 時  5月25日（日）　午後2時～5時30分
会 場  兵庫県農業会館 11階大ホール
講 師 市立伊丹病院 歯科口腔外科 科主任部長 太田 嘉幸先生
定 員  200人　　 参加費  1人 1,000円（受講証当日発行）

歯科部会

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

第１部 「歯初診」「外安全」「外感染」

「口管強」「歯援診」「歯援病」第２部

「外来環」「か強診」を届
出していた医療機関は、
６月以降も算定する場合
５月末までの再届出が必
要です！

承継・閉院のお悩みをワンストップで支援!!

10時30分～
11時45分　

第1部：承継
（医科・歯科別）

エニータイムヘルスケアコンサルティング（株）
牟田 修氏、細羽 雄太氏

11時50分～
12時30分　 第2部：閉院 R&Tメディカル（株） 杉谷 孝史氏
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兵庫県保険医協会
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル

お問い合わせは 078－393－1801
http://www.hhk.jp

☎

兵庫県保険医協会

兵庫県保険医協会

会　場

検索

これからの研究会・行事のご案内

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会「歯科技工問題交流会」

歯科技工の危機を乗り越えよう！ホンネで語る夕べ
～「2024歯科技工アンケート」結果発表もあわせて～
日 時  2月1日(土)　午後6時～8時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
対 象  歯科医師、歯科技工士など

無 料

文化部　京都四条南座に行ってみよう！観劇ツアー

春の京都・南座で、次代の花形俳優が競演！

日 時   3月20日（木・祝）
午後2時集合（3時30分開演）

演 目  「妹
いも

背
せ

山
やま

婦
おん な

女庭
てい

訓
きん

」「於
おそめひさまつうきなのよみうり

染久松色讀販」
出 演   中村壱太郎、中村米吉、

中村福之助、中村虎之介など
定 員  40人
参加費 一等席お１人13,000円
締 切  ２月14日（金）

◆協会会員特典◆（参加費に含まれるもの）
①観劇料割引（一等席通常12,000円を会員特別価格10,000円で）
② 開演前に老舗レストラン「菊水」のケーキセットでご一服 
&（株）松竹社員による歌舞伎解説

中
村
壱
太
郎

中
村
福
之
助

中
村
虎
之
介

中
村
米
吉

お申し込み・お問い合わせは協会文化部・吉永まで

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎

共済の今日と未来を考える兵庫懇話会　第14回総会講演会

「狙われるJA共済と日本の農業」
－JA共済の基本課題とこれからの展開方向－
日 時   2月8日（土）　午後5時～ 

※午後４時40分～５時まで懇話会総会議事を予定しています。
会 場 兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師   岡山大学名誉教授 小松泰信先生

お申し込みは 078-393-1802FAX

申し込み URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://x.gd/5iSl3

Zoom視聴のお申し込み

078-393-1802FAX来場参加 ysng@doc-net.or.jpE-mail

薬科部　研究会

無 料

会 員

日 時   2月8日（土）　午後3時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師 株式会社ツムラ 医薬営業本部 大阪支店 医薬情報課 課長 壷阪 愛氏
参加費  1,000円

漢方薬の安全性・品質と
風邪・咳処方解説

申し込み

URLまたは二次元コードからお申し込みください。
Zoom視聴は保険医協会会員のみです。会員外の
方には薬剤師研修センターの単位付与もできません。

https://x.gd/9WuFL
078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

「安全性・品質」では、漢方薬の4大重篤副作用である間質性肺炎・肝
機能障害・偽アルドステロン症・腸間膜静脈硬化症について触れます。
「風邪・咳処方解説」では、漢方薬の使いわけを生薬の効能を交えなが
ら紹介させて頂きます。処方としては、葛根湯・麻黄湯・麻黄附子細辛
湯・麦門冬湯などを予定しています。 【壺阪 記】

新規開業医研究会

保険請求・レセプト審査、新規個別指導、
税務・労務の基礎知識
日 時  2月11日（火・祝）　午前10時～午後3時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
内 容   〈午前〉 新規個別指導対策（指導を受けた医師からの体験報告含む）

保険診療と保険請求の要点、レセプト審査の概要
　 〈午後〉 新規開業に必要な税務の知識（協会税務講師団 税理士）

開業時の労務（社会保険労務士）
参加費   5,000円（昼食・資料代含む）

078-393-1802FAX

医科 ☎078-393-1817 楠／歯科 ☎078-393-1809 本田まで
お申し込み

お問い合わせは

新規開業直前、開業間もない先生方や、開業を予定されている先生方向け
に、保険請求の基礎やレセプト審査のポイント、個別指導の概要、開業後
必要な税務・労務の基本など、「これだけは知っておきたい」内容につい
て解説します。実際に新規個別指導を受けた先生の体験もお話しいただき
ます。職員・ご家族の参加も歓迎。どうぞお気軽にご参加ください。

九条の会・兵庫県医師の会　市民公開企画

映画「戦雲～いくさふむ～」上映会＆
三上監督トーク
日 時   2月9日（日）　午後2時～5時 
（4時30分～三上智恵監督トーク）

会 場 兵庫県保険医協会 5階会議室
参加費   500円
後 援 神戸新聞社／毎日新聞神戸支局／サンテレビジョン／ラジオ関西

お申し込み・お問い合わせは担当事務局：有本・平田まで

078-393-1807☎ 078-393-1820FAX

Googleフォームで
の申込みはこちら

『保険医のための審査、指導、監査対策』学習会と書籍販売

日 時  3月15日（土）　午後3時～
会 場 兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師 ①協会審査対策部長 宮武博明先生 

②神戸花くま法律事務所弁護士 野田倫子先生
テキスト   『保険医のための審査、指導、監査対策【第５版】』
参加費   4,000円（テキスト代として。不要の場合は無料）

申し込み・
書籍注文

URLまたは二次元コードからお申し込みください。
送付作業にお時間をいただくため、Zoom視聴のテ
キスト注文は３月７日（金）までにお願いします。

https://x.gd/pSqfe
078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み


